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令和７年度

年間授業計画

第ニ学年

東京都立大島高等学校



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度(２学年用) 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～

教科担当者：

使用教科書：（
）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞

書 読

（　組：　栗山　）

国語 言語文化

国語 言語文化 2

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けているとともに、我が国の言
語文化に対する理解を深めている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め
たりしている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、
ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしなが
ら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしてい
るとともに、読書に親しむことで自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
とうとしている。

高等学校　言語文化（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の
言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思 態 配当
時数

１

学

期

『古文を読むために１』
『古文を読むために２』
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現について
理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
時間の経過による言葉の意味の
変化を理解し、学習の見通しを
もって調べたり説明したりしよ
うとする

・【指導事項】
文語文法、古典単語
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、古典
単語帳、ICT端末など
【一人１台端末の活用】
今後の授業に向けて、ICT端末
に慣れる

○

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや古典特有の
表現について理解を深められる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
時間の経過による言葉の意味の変化を理
解し、学習の見通しをもって調べたり説
明したりしようとしている

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

○ ○ ○ 3

『児のそら寝』（宇治拾遺物
語）
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現について
理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
時間の経過による言葉の意味の
変化を理解し、学習の見通しを
もって調べたり説明したりしよ
うとする

・【指導事項】
文語文法、古典単語、品詞分解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、古典
単語帳、ICT端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや古典特有の
表現について理解を深められる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
時間の経過による言葉の意味の変化を理
解し、学習の見通しをもって調べたり説
明したりしようとしている

○ ○ ○ 3

『漢文の学習』
『漢文を読むために１』
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読のき
まり、古典特有の表現などにつ
いて理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもっ
て、漢文訓読の基礎知識を積極
的に身につけようとする

・【指導事項】
訓読の技法
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、ICT
端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な訓読のきまり、古典特有の
表現などについて理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、漢文
訓読の基礎知識を積極的に身につけよう
とする

○ ○ ○ 3

1

『漢文を読むために２～５』
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読のき
まり、古典特有の表現などにつ
いて理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもっ
て、漢文訓読の基礎知識を積極
的に身につけようとする

・【指導事項】
訓読の技法
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、ICT
端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な訓読のきまり、古典特有の
表現などについて理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、漢文
訓読の基礎知識を積極的に身につけよう
とする

○ ○ ○ 3

定期考査（１学期中間考査）

○ ○ ○

7

『なよたけのかぐや姫』（竹取
物語）
【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な語
句の量を増し、それらの文化的
背景について理解を深め、語感
を磨き語彙を豊かにする
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、内容や構成、
展開などについて叙述を基に的
確に捉える
【学びに向かう力、人間性等】
用言の活用について理解し、学
習の見通しをもって活用形を調
べようとしている

・【指導事項】
文語文法、古典単語、本文読解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、古典
単語帳、ICT端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な語句の量を
増し、それらの文化的背景について理解
を深め、語感を磨き語彙を豊かにできる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開などについて
叙述を基に的確に捉えられる
【学びに向かう力、人間性等】
用言の活用について理解し、学習の見通
しをもって活用形を調べようとしている ○ ○ ○ 5

『蛇足』（戦国策）
『狐借虎威』（戦国策）
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読のき
まり、古典特有の表現などにつ
いて理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、内容や構成、
展開などについて叙述を基に的
確に捉える
【学びに向かう力、人間性等】
故事成語の由来となった話を積
極的に読み、わかった内容を工
夫してまとめようとする

・【指導事項】
文法事項、本文読解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、ICT
端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な訓読のきまり、古典特有の
表現などについて理解を深められる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開などについて
叙述を基に的確に捉えられる
【学びに向かう力、人間性等】
故事成語の由来となった話を積極的に読
み、わかった内容を工夫してまとめよう
とする

○ ○ ○

定期考査（１学期末考査）

○ ○ ○ 1

２

学

期

『論語』（論語）
【知識及び技能】
言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを
理解する
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
『論語』が我が国の文化に及ぼ
した影響について理解し、孔子
の理想とするところを粘り強く
説明しようとする

・【指導事項】
訓読の技法、儒教思想
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、ICT
端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
言葉には、文化の継承、発展、創造を支
える働きがあることを理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
『論語』が我が国の文化に及ぼした影響
について理解し、孔子の理想とするとこ
ろを粘り強く説明しようとしている 〇 〇 〇 4

『古文を読むために３』
『古文を読むために４』
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のき
まりや古典特有の表現について
理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
時間の経過による言葉の意味の
変化を理解し、学習の見通しを
もって調べたり説明したりしよ
うとする

・【指導事項】
文語文法、古典単語
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、古典
単語帳、ICT端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

○

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや古典特有の
表現について理解を深められる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
時間の経過による言葉の意味の変化を理
解し、学習の見通しをもって調べたり説
明したりしようとしている

○ ○ ○ 4

『芥川』（伊勢物語）
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、作
品や文章の歴史的・文化的背景
などに理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、作品に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
歌物語に積極的に親しみ、学習
課題に沿って和歌の果たす意味
を捉えようとする

・【指導事項】
文語文法、古典単語、本文読解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、古典
単語帳、ICT端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、作品や文章
の歴史的・文化的背景などに理解を深め
られる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、作品に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
歌物語に積極的に親しみ、学習課題に
沿って和歌の果たす意味を捉えようとし
ている

〇 〇 〇 4

定期考査（２学期中間考査）

○ ○ ○ 1

『唐詩の世界』
【知識及び技能】
我が国の言語文化の特質や我が
国の文化と外国の文化との関係
について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、作品に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く漢詩を読み比べ、詠ま
れた情景や心情を説明しようと
する

・【指導事項】
漢詩のルール、内容理解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、ICT
端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

8

定期考査（２学期末考査）

【知識及び技能】
我が国の言語文化の特質や我が国の文化
と外国の文化との関係について理解でき
る
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、作品に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く漢詩を読み比べ、詠まれた情景
や心情を説明しようとしている ○ ○ ○ 4

『ある人、弓射ることを習ふ
に』『丹波に出雲といふところ
あり』（徒然草）
【知識及び技能】
文章の意味は、文脈の中で形成
されることを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、作品に
表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈
する
【学びに向かう力、人間性等】
本文中に表れた作者の批判・教
訓・感動などを積極的に読み取
り、考えたことを伝え合おうと
しようとする

・【指導事項】
文語文法、古典単語、本文読解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、古典
単語帳、ICT端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

３

学

期

『先従隗始』(十八史略）
『完璧』（十八史略）
『臥薪嘗胆』（十八史略）
【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な訓読のき
まり、古典特有の表現などにつ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、内容や構成、
展開などについて叙述を基に的
確に捉える
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に史伝の特徴を理解し、
たとえ話における論理を説明し
ようとする

・【指導事項】
文法事項、本文読解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、ICT
端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

【知識及び技能】
文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、作品に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈できる
【学びに向かう力、人間性等】
本文中に表れた作者の批判・教訓・感動
などを積極的に読み取り、考えたことを
伝え合おうとしている 〇 〇 〇

〇

【知識及び技能】
古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な訓読のきまり、古典特有の
表現などについて理解を深められる。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、展開などについて
叙述を基に的確に捉えられる
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に史伝の特徴を理解し、たとえ話
における論理を説明しようとしている 〇 〇 〇

定期考査（学年末考査）

○ ○ ○

『一つのメルヘン』中原中也
【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な表
現の技法とその効果について理
解する
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現の仕方、表現
の特色について評価する
【学びに向かう力、人間性等】
繰り返し音読し、積極的に詩の
リズムを理解しようとする

・【指導事項】
比喩、音読など
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、ICT
端末など
・【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
我が国の言語文化に特徴的な表現の技法
とその効果について理解できている
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評
価できている
【学びに向かう力、人間性等】
繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを
理解しようとしている

『祇園精舎』（平家物語）
【知識及び技能】
和漢混交文など歴史的な文体の
変化について理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現の仕方、表現
の特色について評価する
【学びに向かう力、人間性等】
文体の歴史的背景を踏まえて本
文を読み、学習の見通しをもっ
て表現や描写・文体の特色を評
価しようとする

・【指導事項】
文語文法、古典単語、本文読解
・【教材】
教科書、ノート、ワーク、古典
単語帳、ICT端末など
【一人１台端末の活用】
授業内容に応じて適宜扱う

〇

【知識及び技能】
和漢混交文など歴史的な文体の変化につ
いて理解を深められる
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評
価できている
【学びに向かう力、人間性等】
文体の歴史的背景を踏まえて本文を読
み、学習の見通しをもって表現や描写・
文体の特色を評価しようとしている

1

合計

70

○ ○ ○ 3

8

○ ○ ○ 1

6〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（　A組：下川　　　　）（　B組：栗山　　　　）（　C組：市川　　　　）

国語 古典探究
国語 古典探究 2

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話
す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対
する関心を深め、国語力向上と文化への理解
を図る。

古典探究

国語

【 知　識　及　び　技　能 】伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語力向上と文化への理解を図る。

思 態
配当
時数

１

学

期

宇治拾遺物語(検非違使忠明) ・指導事項

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

26

【知識及び技能】 読解内容を地図を用いて説明する。
動詞形容詞への理解を深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

 背景含意等本文理解の深化

○ ○

【知識及び技能】 和歌の内容と修辞法の効果を理解し
説明する。品詞分解を知り、理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

十訓抄(大江山いくのの道) ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他

意欲的に課題に取り組む

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

故事・逸話(知音) ・指導事項

〇 〇 ○

定期考査
〇

○

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や比喩表現を理
解し説明する。漢文訓読への理解を
深める。

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

漱石枕流 ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ○

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

○

○

【知識及び技能】 筆者の主張と無常観を理解し説明す
る。読解内容を地図を用いて説明す
る。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

定期考査
〇 ○

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

２

学

期

枕草子（中納言参りたまひて） ・指導事項

〇 〇 1

登場人物の行動心情や比喩表現を理
解し説明する。漢文訓読への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる

源氏物語・史伝　鴻門の会 ・指導事項

〇 〇文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

26

【知識及び技能】 物語の特色を理解させる。読解内容
を踏まえて、敬語を現代語訳する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

【知識及び技能】

18

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や敬語表現を理
解し説明する。物語文学への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

文化風習言語への考えを述べる

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

意欲的に課題に取り組む

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力３

学

期

史伝　樊噲目を怒らして ・指導事項

〇 〇
【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他

文化風習言語への考えを述べる

文化風習言語への考えを述べる ・教材

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

ICT教材による視覚的情報共有

更級日記 ・指導事項

〇 〇

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力
70ICT教材による視覚的情報共有

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む 合計

【知識及び技能】 登場人物の行動心情や敬語表現を理
解し説明する。日記文学への理解を
深める。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 文化風習言語への考えを述べる



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（　2組：市川　　　　）（　2組：市川　　　　）

国語 論理国語
国語 論理国語 2

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話
す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対
する関心を深め、国語力向上と文化への理解
を図る。

論理国語

国語

【 知　識　及　び　技　能 】伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身に付ける。

文章や状況に応じて、適切に読む書く聞く話す力を活用し、共有する。

伝え合う力を高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語力向上と文化への理解を図る。

思 態
配当
時数

１

学

期

世界を広げる「批評」の言葉 ・指導事項

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

26

【知識及び技能】 筆者の主張する「書く、読む」力
を理解する。筆者の考える批評を
理解する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

評価賛否提案等考えを述べる

評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

 背景含意等本文理解の深化

○ ○

【知識及び技能】 筆者の主張する「手」が暗示する
ものを理解する。この像が手を失
うことの意味を理解する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 疑問点不明点を調査する

ミロのヴィーナス ・指導事項

〇 〇
疑問点不明点を調査する ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他

意欲的に課題に取り組む

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

家族化するペット ・指導事項

〇 〇 ○

定期考査

○

【知識及び技能】 教科書のグラフを読み取り、推移
を理解し、言語化する。筆者の主
張を理解する。

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

人工知能の可能性と罠 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる

○

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 主張根拠の妥当性を考える

主張根拠の妥当性を考える ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

○

【知識及び技能】 客観的認識は原理的にあり得ない
のはなぜか説明できる。人間の定
義を話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

ICT教材による視覚的情報共有

定期考査
○ ○

２

学

期

敬語への自覚、他者への自覚 ・指導事項

〇 〇 ○ ○

本文中のあるグループについて、
存在意義を考え、説明する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

スキーマと記憶 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

○

26

【知識及び技能】 「若者言葉」「特殊な方言」の例
を話し合う。グラフから読み取っ
たことを文章化する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

資料と比較し考えを深める

資料と比較し考えを深める ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

○ ○

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

【知識及び技能】 本文中のあるグループについて、
存在意義を考え、説明する。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる

分かち合う社会 ・指導事項

〇 〇
評価賛否提案等考えを述べる ・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

ICT教材による視覚的情報共有

○

○ ○

18

【知識及び技能】 調べ学習と発表を通して考えたこ
とをもとに、グローバル化につい
て話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

評価賛否提案等考えを述べる

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

意欲的に課題に取り組む

○

についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

３

学

期

世界は、いま ・指導事項

〇 〇
【思考力、判断力、表現力等】

意欲的に課題に取り組む ・その他

評価賛否提案等考えを述べる

評価賛否提案等考えを述べる ・教材

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等

ICT教材による視覚的情報共有

コミュニティから見た日本 ・指導事項

〇 〇

意欲的に課題に取り組む ・その他 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力
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ICT教材による視覚的情報共有

・教材 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【学びに向かう力、人間性等】 教科書、ノート、ワーク等 意欲的に課題に取り組む 合計

○ ○ ○

【知識及び技能】 調べ学習と発表を通して考えたこ
とをもとに、グローバル化につい
て話し合う。

 背景含意等本文理解の深化

背景含意等本文理解の深化 についてA十分良い　B概ね良い　C要努力

【思考力、判断力、表現力等】 評価賛否提案等考えを述べる



年間授業計画

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：山根） （２組：山根） （３組：山根） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

公民 公共
公民 公共 2

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛か
りとなる概念や理論について理解するとともに、諸資料か
ら、倫理的主体などとして活動するために必要となる情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛か
りとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活
用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断
する力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想
したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される、現代社会に生き
る人間としての在り方生き方についての自覚や、公共的
な空間に生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、
その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重
し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚な
どを深める。

数研出版　高等学校　公共　これからの社会について考える

公民

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに、諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解
を通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を
図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

態
配当
時数

１

学

期

A 単元「公共的な空間を作る私たち」
【知識及び技能】
　自らを成長させる人間としての在り方生き方
や、自分自身が自立した主体になることが、自
らのキャリア形成とともによりよい社会の形成
に結び付くことについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　社会に参画する自立した主体とは、地域社会
などの様々な集団の一員として生き、他者との
協働により当事者として国家・社会などの公共
的な空間を作る存在であることについて多面
的・多角的に考察し、表現させる。

・指導事項
　青年期と発達課題、社会参加と職業選
択、共生社会の実現
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　自分自身が、自主的によりよい公共的な空間を作り出して
いこうとする自立した主体になることが、自らのキャリア形
成とともによりよい社会の形成に結び付くことについて理解
できている。
【思考・判断・表現】
　社会に参画する自立した主体とは、様々な集団の一員とし
て生き、他者との協働により当事者として国家・社会などの
公共的な空間を作る存在であることについて多面的・多角的
に考察し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、現代社会に生きる人間とし
ての在り方生き方についての自覚を深めようとしている。

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

定期考査
○ ○ 1

B 単元「公共的な空間における人間としての在
り方生き方」
【知識及び技能】
　選択・判断の手掛かりとなる考え方や、行為
者自身の人間としての在り方生き方について探
求することがよりよく生きていく上で重要であ
ることについて理解させる。
　よりよく生きる行為者として活動するために
必要な情報を収集し、読み取る技能を身に付け
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　倫理的価値の判断において様々な考え方を活
用し、自らも他者も共に納得できる解決方法を
見いだすことに向け、人間としての在り方生き
方を多面的・多角的に考察し、表現させる。

・指導事項
　西洋近現代の思想、現代の諸課題と倫
理
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　現代の諸課題について自らも他者も共に納得できる解決方
法を見いだすことに向け、様々な考え方を活用することを通
して、行為者自身の人間としての在り方生き方について探求
することが、よりよく生きていく上で重要であることについ
て理解している。
【思考・判断・表現】
　倫理的価値の判断において様々な考え方を活用し、自らも
他者も共に納得できる解決方法を見いだすことに向け、人間
としての在り方生き方を多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに、現代社会に生きる人間
としての在り方生き方についての自覚を深めようとしてい
る。

○ ○ ○

11

定期考査
○ ○ 1

C 単元「公共的な空間における基本原理」
【知識及び技能】
　人間の尊厳と平等、協働の利益と社会の安定
性の確保を共に図ることが、公共的な空間を作
る上で必要であることをはじめ、公共的な空間
における基本的原理について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　公共的な空間における基本的原理について、
概念的な枠組みを用いて考察する活動を通し
て、個人と社会との関わりにおいて多面的・多
角的に考察し、表現させる。

・指導事項
　民主社会の基本原理、日本社会の基本
原理
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　人間の尊厳と平等、協働の利益と社会の安定性の確保を共
に図ることが、公共的な空間を作る上で必要であることをは
じめ、公共的な空間における基本的原理について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　公共的な空間における基本的原理について、概念的な枠組
みを用いて考察する活動を通して、個人と社会との関わりに
おいて多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、公共的な空間に生き国民主
権を担う公民としての自覚を深めようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

D 単元「ルールをつくり守る私たち」
【知識及び技能】
　現実社会の事柄や課題を基に、各人の意見や
利害を公平・公正に調整し、個人や社会の紛争
を調停、解決することなどを通して、権利や自
由が保障、実現され、社会の秩序が形成、維持
されていくことについて理解させる。
　現実社会の諸課題に関わる諸資料から必要な
情報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、ま
とめる技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　法、政治、経済などの側面を関連させ、自立
した主体として解決が求められる具体的な主題
を設定し、その解決に向けて事実を基に協働し
て考察したり構想したりしたことを、論拠を
もって表現させる。

・指導事項
　法と契約、司法参加の意義
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　現実社会の事柄や課題を基に、各人の意見や利害を公平・
公正に調整し、個人や社会の紛争を調停、解決することなど
を通して、権利や自由が保障、実現され、社会の秩序が形
成、維持されていくことについて理解している。
【思考・判断・表現】
　法、政治、経済などの側面を関連させ、自立した主体とし
て解決が求められる具体的な主題を設定し、その解決に向け
て事実を基に協働して考察したり構想したりしたことを、論
拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、公共的な空間に生き国民主
権を担う公民としての自覚を深めようとしている。

○ ○

３

学

期

F 単元「経済活動を行う私たち」
【知識及び技能】
　現実社会の事柄や課題を基に、公正かつ自由
な経済活動を行うことを通して資源の効率的な
配分が図られること、市場経済システムを機能
させる役割を政府などが担っていること、より
活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせ
ることが必要であることについて理解させる。
　現実社会の諸課題に関わる諸資料から必要な
情報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、ま
とめる技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　法、政治、経済などの側面を関連させ、自立
した主体として解決が求められる具体的な主題
を設定し、その解決に向けて事実を基に協働し
て考察したり構想したりしたことを、論拠を
もって表現させる。

・指導事項
　経済のしくみと産業の変化、市場経済
のしくみと金融、財政と社会保障、国際
経済の動向と課題
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　現実社会の事柄や課題を基に、公正かつ自由な経済活動を
行うことを通して資源の効率的な配分が図られること、市場
経済システムを機能させる役割を政府などが担っているこ
と、国民福祉の向上に寄与する役割を政府などが担っている
こと、より活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせる
ことが必要であることについて理解している。
【思考・判断・表現】
　法、政治、経済などの側面を関連させ、自立した主体とし
て解決が求められる具体的な主題を設定し、その解決に向け
て事実を基に協働して考察したり構想したりしたことを、論
拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに、公共的な空間に生き国
民主権を担う公民としての自覚を深めようとしている。

○ ○

○ ○ 15

定期考査
1

２

学

期
E 単元「政治に参加する私たち」
【知識及び技能】
　現実社会の事柄や課題を基に、よりよい社会
は、憲法の下、個人が議論に参加し、意見や利
害の対立状況を調整して合意を形成することな
どを通して築かれるものであることについて理
解させる。
　現実社会の諸課題に関わる諸資料から必要な
情報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、ま
とめる技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　法、政治、経済などの側面を関連させ、自立
した主体として解決が求められる具体的な主題
を設定し、その解決に向けて事実を基に協働し
て考察したり構想したりしたことを、論拠を
もって表現させる。

・指導事項
　政治参加と民主政治の課題、国際政治
の課題と日本の役割
・教材
　教科書、資料集、ICT端末
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　現実社会の事柄や課題を基に、よりよい社会は、憲法の
下、個人が議論に参加し、意見や利害の対立状況を調整して
合意を形成することなどを通して築かれるものであることに
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
　法、政治、経済などの側面を関連させ、自立した主体とし
て解決が求められる具体的な主題を設定し、その解決に向け
て事実を基に協働して考察したり構想したりしたことを、論
拠をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに、公共的な空間に生き国
民主権を担う公民としての自覚を深めようとしている。

○

○ 9

定期考査

合計
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○ 17

定期考査
○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組・ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（２・３組：矢口）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 世界史探究
地理歴史 世界史探究 4

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地
理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解しているととも
に、諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、
特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界
とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態
度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚
などを深める。

山川出版社　世界史探究　

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとともに、諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的
に考察したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

態
配当
時数

１

学

期

古代 第1章
文明の成立と古代文明の特質

【知】王権と身分・階級，生活と生業，宗教，文化・思想
などに関する諸資料を活用し，情報を読み取ったりまとめ
たりする技能を身につけている。
【思】文明の形成に関わる諸事象の背景や原因，結果や影
響, 事象相互の関連などに着目して，諸地域の歴史的特質
を読み解く観点について多面的・多角的に考察し，問いを
表現している。
【主】諸地域の歴史的特質について，課題意識や学習への
見通しをもち，主体的に学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7

古代 第3章
南アジア世界と東南アジア世界の
展開
・律令国家の文化
・律令国家の変容

【知】仏教の成立とヒンドゥー教，南アジアの諸国家など
を基に，南アジアの歴史的特質を理解している。
【思】南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果
や影響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目
し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして
読み解き，南アジアにおける宗教や文化の特色を多面的・
多角的に考察し，表現している。
 【主】「南アジア」の内容に対して，見通しをもって学
習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 14

古代 第2章
中央ユーラシアと東アジア世界

【知】西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイスラームの成立とそ
れらを基盤とした国家の形成などを基に，西アジアと地中海周辺の歴史的特
質を理解している。
【思】西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影
響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，主題を設定し，諸
資料を比較したり関連づけたりして読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国
家の社会や文化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家の特徴な
どを多面的・多角的に考察し，表現している。
 【主】「西アジアと地中海周辺」の内容に対して，見通しをもって学習に取
り組もうとしている。 ○ ○ ○

1

古代 第4章
西アジアと地中海周辺の国家形成
・荘園の発達と武士団の成長

【知】西アジア社会の動向とアフリカ・アジアへのイス
ラームの伝播などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の交
流の広がりを構造的に理解している。
【思】諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながり
などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づ
けたりして読み解き，諸地域へのイスラームの拡大の要因
などを多面的・多角的に考察し，表現している。
 【主】「イスラーム世界の拡大と繁栄」の内容に対し
て，見通しをもって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 9

定期考査
○ ○

○ 12

中世 第6章
イスラーム教の伝播と西アジアの
動向

【知】西ヨーロッパ封建社会の成立や東ヨーロッパ社会の
動向について，諸資料から読み取り，理解している。
 【思】西ヨーロッパの封建社会はどのような背景で成立
し，東ヨーロッパの民族・国家・宗教はどのように結びつ
いたのかについて，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。

○ ○

13

定期考査
○ ○ 1

中世 第5章
イスラーム教の成立とヨーロッパ
世界の形成

【知】ヨーロッパ封建社会とその展開などを基に，海域と
内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解してい
る。
【思】諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながり
などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づ
けたりして読み解き，ヨーロッパの社会や文化の特色など
を多面的・多角的に考察し，表現している。
 【主】「中世ヨーロッパ」の内容に対して，見通しを
もって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

２

学

期

140

○ 18

○ 1

中世 第8章
東アジア世界の展開とモンゴル帝
国

【知】宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基に，海域と
内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解してい
る。
【思】諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながり
などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づ
けたりして読み解き，中国社会の特徴やモンゴル帝国が果
たした役割などを多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
 【主】「中華世界の変容とモンゴル帝国」の内容に対し
て，見通しをもって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査
○

15

中世 第7章
ヨーロッパ世界の変容と展開

【知】西ヨーロッパ社会やカトリック教会がどのように発
展したかについて，諸資料から読み取り，理解している。
 【思】11世紀以降，西ヨーロッパの農業，商業，都市は
どのように変容したのかについて，多面的・多角的に考察
し，表現している。

○

13

定期考査
○ ○ 1

近世 第9章
大交易・大交流の時代

【知】インド洋海域世界と東南アジアの発展などを基に，
諸地域の交易の進展を構造的に理解している。
【思】諸地域の交易に関わる諸事象の背景や原因，結果や
影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目
し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして
読み解き，インド洋海域世界と東南アジアの発展などを多
面的・多角的に考察し，表現している。
 【主】「インド洋海域世界の発展と東南アジア」の内容
に対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

近世 第11章
近世ヨーロッパ世界の動向

【知】西アジアや南アジアの諸帝国，清と日本・朝鮮など
の動向を基に，アジア諸地域の特質を構造的に理解してい
る。
【思】アジア諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原因，
結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなど
に着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけた
りして読み解き，諸帝国の統治の特徴，アジア諸地域の経
済と社会や文化の特色，日本の対外関係の特徴などを多面
的・多角的に考察し，表現している。
 【主】「ユーラシア諸帝国の繁栄」の内容に対して，見
通しをもって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

18

合計

３

学

期

近世 第10章
アジアの諸帝国の繁栄

【知】アジア海域での交易の興隆，明と日本・朝鮮の動向，スペインとポル
トガルの活動などを基に，諸地域の交易の進展とヨーロッパの進出を構造的
に理解している。
【思】諸地域の交易とヨーロッパの進出に関わる諸事象の背景や原因，結果
や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を設定
し，諸資料を比較したり関連づけたりして読み解き，アジア海域での交易の
特徴，ユーラシアとアメリカ大陸間の交易の特徴とアメリカ大陸の変容など
を多面的・多角的に考察し，表現している。
 【主】「大交易時代と世界の一体化」の内容に対して，見通しをもって学習
に取り組もうとしている。

【態】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に取
り組む。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組・ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（2・3組：山根） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 地理探究
地理歴史 地理探究 2

地理探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則
性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特色や課題などを理解す
るとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸
資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や
分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依
存作用，地域などに着目して，系統地理的，地誌的に，概念な
どを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解
決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的
に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に探究しようとする態度を養うとと
もに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地
域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについて
の自覚などを深める。

帝国書院　新詳　地理探究　　　帝国書院　標準高等地図

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決
に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な
考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さに
ついての自覚などを深める。

態
配当
時数

１

学

期

地形，気候，生態系などに関わる諸
事象をもとに，それらの事象の空間
的な規則性，傾向性や，地球環境問
題の現状や要因，解決に向けた取り
組みなどについて理解させる。
地形，気候，生態系などに関わる諸
事象について，場所の特徴や自然お
よび社会的条件との関わりなどに着
目して，主題を設定し，それらの事
象の空間的な規則性，傾向性や，関
連する地球的課題の要因や動向など
を多面的・多角的に考察し，表現さ
せる。
自然環境について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を
主体的に追究させる。

第1部　現代世界の系統地理的考察
第1章　自然環境
序節　地球環境と人間
1節　地形
1　地形の成因と地球表面の起伏
2　地球規模の大地形
3　河川流域と海岸にみられる小地
形
4　そのほかの特徴的な小地形

【知】地形，気候，生態系などに関わる諸事
象をもとに，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，地球環境問題の現状や要因，
解決に向けた取り組みなどについて理解して
いる。
【思】地形，気候，生態系などに関わる諸事
象について，場所の特徴や自然および社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，それらの事象の空間的な規則性，傾向性
や，関連する地球的課題の要因や動向などを
多面的・多角的に考察し，表現している。
【態】自然環境について，よりよい社会の実
現を視野にそこでみられる課題を主体的に追
究しようとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

地形，気候，生態系などに関わる諸
事象をもとに，それらの事象の空間
的な規則性，傾向性や，地球環境問
題の現状や要因，解決に向けた取り
組みなどについて理解させる。
地形，気候，生態系などに関わる諸
事象について，場所の特徴や自然お
よび社会的条件との関わりなどに着
目して，主題を設定し，それらの事
象の空間的な規則性，傾向性や，関
連する地球的課題の要因や動向など
を多面的・多角的に考察し，表現さ
せる。
自然環境について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を
主体的に追究させる。

3節　日本の自然環境
1　日本の地形
2　日本の気候
3　開発に伴う災害と防災・減災の
取り組み
4節　地球環境問題
1　地球環境問題とは
2　さまざまな地球環境問題
3　地球環境問題の解決に向けた取
り組み

【知】地形，気候，生態系などに関わる諸事
象をもとに，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，地球環境問題の現状や要因，
解決に向けた取り組みなどについて理解して
いる。
【思】地形，気候，生態系などに関わる諸事
象について，場所の特徴や自然および社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，それらの事象の空間的な規則性，傾向性
や，関連する地球的課題の要因や動向などを
多面的・多角的に考察し，表現している。
【態】自然環境について，よりよい社会の実
現を視野にそこでみられる課題を主体的に追
究しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

資源・エネルギーなどに関わる諸事
象をもとに，それらの事象の空間的
な規則性，傾向性や，資源・エネル
ギー問題の現状や要因，解決に向け
た取り組みなどについて理解させ
る。
資源・エネルギーなどに関わる諸事
象について，場所の特徴や場所の結
びつきなどに着目して，主題を設定
し，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，関連する地球的課題
の要因や動向などを多面的・多角的
に考察し，表現させる。
資源，産業について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題
を主体的に追究させる。

第2章　資源と産業
1節　農林水産業
1　農業の発達と分布
2　農業の地域区分
3　現代世界の農業の現状と課題
4　日本の農業の現状と課題
5　世界と日本の林業
6　世界と日本の水産業
2節　食料問題
1　世界の食料問題
2　日本の食料問題
3節　エネルギー・鉱産資源
1　エネルギー資源の種類と利用
2　化石燃料の分布と利用
3　電力の利用
4　鉱産資源の種類と利用
4節　資源・エネルギー問題
1　資源・エネルギーをめぐる課題
2　日本の資源・エネルギー問題

【知】資源・エネルギーや農業，工業などに
関わる諸事象をもとに，それらの事象の空間
的な規則性，傾向性や，資源・エネルギー，
食料問題の現状や要因，解決に向けた取り組
みなどについて理解している。
【思】資源・エネルギーや農業，工業などに
関わる諸事象について，場所の特徴や場所の
結びつきなどに着目して，主題を設定し，そ
れらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関
連する地球的課題の要因や動向などを多面
的・多角的に考察し，表現している。
【態】資源，産業について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に
追究しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査

定期考査
○ ○

12

定期考査
○ ○ 1

農業や工業などに関わる諸事象をも
とに，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，食料問題の現状や要
因，解決に向けた取り組みなどにつ
いて理解させる。
農業や工業などに関わる諸事象につ
いて，場所の特徴や場所の結びつき
などに着目して，主題を設定し，そ
れらの事象の空間的な規則性，傾向
性や，関連する地球的課題の要因や
動向などを多面的・多角的に考察
し，表現させる。
資源，産業について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題
を主体的に追究させる。

5節　工業
1　工業の発達と種類
2　工業の立地
3　世界の工業地域
4　現代世界の工業の現状と課題
5　工業の知識産業化とスタート
アップ企業
6　日本の工業
6節　第3次産業
1　経済発展と第3次産業
2　商業の現状と変化
3　商業以外のさまざまな第3次産
業

【知】農業や工業などに関わる諸事象をもと
に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性
や，食料問題の現状や要因，解決に向けた取
り組みなどについて理解している。
【思】農業や工業などに関わる諸事象につい
て，場所の特徴や場所の結びつきなどに着目
して，主題を設定し，それらの事象の空間的
な規則性，傾向性や，関連する地球的課題の
要因や動向などを多面的・多角的に考察し，
表現している。
【態】資源，産業について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に
追究しようとしている。

○ ○ ○

交通・通信網と物流や人の移動に関
する運輸，観光などに関わる諸事象
をもとに，それらの事象の空間的な
規則性，傾向性や，交通・通信，観
光に関わる問題の現状や要因，解決
に向けた取り組みなどについて理解
させる。
交通・通信網と物流や人の移動に関
する運輸，観光などに関わる諸事象
について，場所の特徴や場所の結び
つきなどに着目して，主題を設定
し，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，関連する地球的課題
の要因や動向などを多面的・多角的
に考察し，表現させる。
交通・通信，観光について，よりよ
い社会の実現を視野にそこでみられ
る課題を主体的に追究させる。

第3章　交通・通信と観光，貿易
1節　交通・通信
1　世界を結ぶ交通
2　日本の交通の特徴
3　情報通信の発達
2節　観光
1　余暇の拡大と観光産業
2　日本の観光とその変化

3節　貿易と経済圏
1　世界の貿易と地域間格差
2　貿易の自由化と経済連携
3　日本の貿易

【知】人口，都市・村落などに関わる諸事象
をもとに，それらの事象の空間的な規則性，
傾向性や，人口，居住・都市問題の現状や要
因，解決に向けた取り組みなどについて理解
している。
【思】人口，都市・村落などに関わる諸事象
について，場所の特徴や場所の結びつきなど
に着目して，主題を設定し，それらの事象の
空間的な規則性，傾向性や，関連する地球的
課題の要因や動向などを多面的・多角的に考
察し，表現している。
【態】人口，村落・都市について，よりよい
社会の実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究しようとしている。

○ ○

1

３

学

期

定期考査

合計

70

○ 7

生活文化，民族・宗教などに関わる
諸事象をもとに，それらの事象の空
間的な規則性，傾向性や，民族，領
土問題の現状や要因，解決に向けた
取り組みなどについて理解させる。
生活文化，民族・宗教などに関わる
諸事象について，場所の特徴や場所
の結びつきなどに着目して，主題を
設定し，それらの事象の空間的な規
則性，傾向性や，関連する地球的課
題の要因や動向などを多面的・多角
的に考察し，表現させる。
生活文化，民族・宗教について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみ
られる課題を主体的に追究させる。

第4章　人口，村落・都市
1節　人口
1　世界の人口
2　人口の移動
2節　人口問題
1　世界の人口問題
2　日本の人口問題
3節　村落と都市
1　集落の成り立ち
2　村落の形態と機能
3　都市の成立と形態・機能
4　都市圏の拡大と都市の構造
4節　都市・居住問題
1　発展途上国の都市・居住問題
2　先進国の都市・居住問題
3　日本の都市・居住問題

【知】生活文化，民族・宗教などに関わる諸
事象をもとに，それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，民族，領土問題の現状や要
因，解決に向けた取り組みなどについて理解
している。
【思】生活文化，民族・宗教などに関わる諸
事象について，場所の特徴や場所の結びつき
などに着目して，主題を設定し，それらの事
象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地
球的課題の要因や動向などを多面的・多角的
に考察し，表現している。
【態】生活文化，民族・宗教について，より
よい社会の実現を視野にそこでみられる課題
を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 10

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組・ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

２

学

期

【知】武家政権の変容，日明貿易の展開と琉球王国の成立，
村落や都市の自立，多様な文化の形成や融合などを基に，地
方権力の成長，社会の変容と文化の特色を理解する。
【態】社会や経済の変化とその影響，東アジアの国際情勢の
変化とその影響，地域の多様性，社会の変化と文化との関係
などに着目して，主題を設定し，中世の国家・社会の変容に
ついて，事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的に
考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根拠
を示して表現する。
【思】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

３

学

期

近現代① 第１１章　近世から近代へ
・開国とその影響
・幕府の滅亡と新政府の発足

【知】欧米諸国のアジア進出を経て，ペリー来航や条約締結
により江戸幕府の鎖国体制が崩れたことを基に，国内経済へ
の影響や幕府の動揺から倒幕運動にいたった背景を理解す
る。
【思】欧米諸国や幕府の動向，国際情勢の変化と影響，政
治・経済と文化の関係などに着目して，主題を設定し，近代
の国家・社会の成立について，事象の意味や意義，関係性な
どを多面的・多角的に考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や
歴史の画期などを根拠を示して表現する。
【態】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○

近世② 第９章　幕藩体制の成立と展開
・江戸幕府の成立
・江戸場所期の外交と文化
・幕政の安定
・経済の発展
・元禄文化

【知】法や制度による支配秩序の形成と身分制，貿易の統制
と対外関係などを基に，幕藩体制の確立の特色を理解する。
【思】交通・流通の発達，都市の発達と文化の担い手との関
係などに着目して，主題を設定し，近世の国家・社会の展開
について，事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的
に考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根
拠を示して表現する。
【態】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○

近世①

近世③ 第１０章　幕藩体制の動揺
・幕政の改革と宝暦・天明期の文化
・江戸幕府の衰退
・化政文化

【知】飢饉や一揆の発生，幕府政治の動揺と諸藩の動向，学
問・思想の展開，庶民の生活と文化などを基に，幕藩体制の
変容，近世の庶民の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成
を理解する。
【思】社会・経済の仕組みの変化，政治・経済と文化の関係
などに着目して，主題を設定し，近世の国家・社会の変容に
ついて，事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的に
考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根拠
を示して表現する。
【態】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○

【知】織豊政権の政治・経済政策，貿易や対外関係などを基
に，中世から近世への時代の転換を理解する。
【思】村落や都市の支配の変化，アジア各地やヨーロッパ諸
国との交流の影響などに着目して，中世から近世の国家・社
会の変容を多面的・多角的に考察し，表現する。
【態】歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れる情
報から，近世の特色について多面的・多角的に考察し，仮説
を表現する活動に主体的に取り組む。 ○ ○ ○

10

近現代② 第１２章　近代国家の成立
・明治維新
・立憲国家の成立

【知】明治政府による国内政策や西洋文化の流入を基に，社
会の変化や人々の動向について触れ，近代国家成立の過程を
理解する。
【思】明治政府の動向，国際情勢の変化と影響，社会の変化
や西洋文化の流入などに着目して，主題を設定し，近代の国
家・社会の成立について，事象の意味や意義，関係性などを
多面的・多角的に考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史
の画期などを根拠を示して表現する。
【態】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○ ○ 18

○

○

○

16

定期考査

定期考査

合計

140

○ ○ 1

1

○ ○

○ ○ 1

1

12

第８章　近世の幕開け
・天下人の登場
・豊臣政権と桃山文化

○ ○ ○ 10

8

中世① 第５章　院政と武士の進出
・院政の始まり
・院政と平氏政権

【知】貴族政治の展開，文化，地方支配の変化や武士の出現
などを基に，律令体制の再編と変容，古代の社会と文化の変
容を理解する。
【思】中世の特色を示す適切な歴史資料を基に，資料から歴
史に関わる情報を収集し，読み取り，表現する。
【主】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○ ○ 8

中世② 第６章　武家政権の成立
・鎌倉幕府の成立と展開
・モンゴル襲来と幕府の衰退
・鎌倉文化

【知】武家政権の成立と展開，産業の発達，宗教や文化の展
開などを基に，武家政権の伸張，社会や文化の特色を理解す
る。
【思】公武関係の変化，宋・元（モンゴル帝国）などユーラ
シアとの交流と経済や文化への影響などに着目して，主題を
設定し，中世の国家・社会の展開について，事象の意味や意
義，関係性などを多面的・多角的に考察し，歴史に関わる諸
事象の解釈や歴史の画期などを根拠を示して表現する。
【態】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○ ○ 16

中世③ 第７章　武家社会の成長
・室町幕府の成立
・下剋上の社会
・室町文化
・戦国の動乱

○ ○ ○

○ ○

8

原始・古代② ２章　古墳とヤマト政権
・古墳文化の展開
・飛鳥の朝廷

【知】国家の形成と古墳文化，律令体制の成立過程と諸文化
の形成などを基に，原始から古代の政治・社会や文化の特色
を理解する。
【思】中国大陸・朝鮮半島との関係，隋・唐など中国王朝と
の関係と政治や文化への影響などに着目して，主題を設定
し，小国の形成と連合，古代の国家の形成の過程について，
事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的に考察し，
歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根拠を示して
表現する。
【主】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○ ○ 6

定期考査
1

原始・古代③ ３章　律令国家の形成
・律令国家への道
・平城京の時代
・律令国家の文化
・律令国家の変容

【知】国家の形成と古墳文化，律令体制の成立過程と諸文化
の形成などを基に，原始から古代の政治・社会や文化の特色
を理解する。
【思】中国大陸・朝鮮半島との関係，隋・唐など中国王朝と
の関係と政治や文化への影響などに着目して，主題を設定
し，小国の形成と連合，古代の国家の形成の過程について，
事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的に考察し，
歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根拠を示して
表現する。
【主】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

○ ○ ○ 10

【知】貴族政治の展開，文化，地方支配の変化や武士の出現
などを基に，律令体制の再編と変容，古代の社会と文化の変
容を理解する。
【思】地方の諸勢力の成長と影響，東アジアとの関係の変
化，社会の変化と文化との関係などに着目して，主題を設定
し，古代の国家・社会の変容について，事象の意味や意義，
関係性などを多面的・多角的に考察し，歴史に関わる諸事象
の解釈や歴史の画期などを根拠を示して表現する。
【主】諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活
動に主体的に取り組む。

（２・３組：藤田）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 日本史探究
地理歴史 日本史探究 4

【知】旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文化の成立な
どを基に，黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成，原
始社会の特色を理解する。
【思】原始・古代の特色を示す適切な歴史資料を基に，資料
から歴史に関わる情報を収集し，読み取り，表現する。
【主】歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れる情
報から，原始・古代の特色について多面的・多角的に考察
し，仮説を表現する活動に主体的に取り組む。

○ ○ ○

日本史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『日本史探究　高校日本史』山川出版社

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとともに、諸資料から我が
国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される
日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

13

定期考査

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界
の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているととも
に、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特
色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな
がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想し
たり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもと
に議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化
を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

○ ○

原始・古代④ ４章　貴族政治の展開
・摂関政治
・国風文化
・荘園の発達と武士団の成長

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

１

学

期

原始・古代① １章　日本文化のあけぼの
・日本文化の始まり
・農耕の開始



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程を振り返るなど、数学的な見方や考え方を身に付けさせる。

【学びに向かう力、人間性等】数学的な考え方に関心をもつとともに、数学のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。

科目 の目標：

（Aクラス：西川） （Bクラス：谷地） （Cクラス：柴田）

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分における基本的
な概念、原理・法則などを理解し、知識を身に
付けて、事象を数学的に表現・処理する仕方や
推論の方法などの技能を身に付ける。

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程
を振り返り、多面的・発展的に考えることなど
を通して、いろいろな式，図形と方程式，指数
関数・対数関数，三角関数及び微分・積分にお
ける数学的な見方や考え方を身に付ける。

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考え方に関心
をもつとともに、数学のよさを認識し、それら
を事象の考察に活用しようとする。

新課程　新編　数学Ⅱ　（数研出版）

新課程　教科書傍用　サクシード　数学Ⅱ＋Ｂ＋Ｃ（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身に
付けさせる。

数学Ⅱ

態 配当
時数

１

学

期

【第１章　式と証明】
【第２章　複素数と方程式】

【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付け、事象を
数学的に表現・処理する仕方や推
論の方法などの技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第１章　式と証明】
第１節　式と計算
第２節　等式・不等式の証明

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、
知識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、
数学のよさを認識し、それらを事象の考察
に活用しようとしている。

○ ○ ○ 16

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第２章　複素数と方程式】
第１節　複素数と２次方程式の解

〇 〇 〇 9

定期考査
○ ○ 1

【第２章　複素数と方程式】
【第３章　図形と方程式】

【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付け、事象を
数学的に表現・処理する仕方や推
論の方法などの技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第２章　複素数と方程式】
第２節　高次方程式

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、
知識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、
数学のよさを認識し、それらを事象の考察
に活用しようとしている。

○ ○ ○ 6

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第３章　図形と方程式】
第１節　点と直線
第２節　円
第３節　軌跡と領域 ○ ○ ○ 19

○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

【第４章　三角関数】

【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付け、事象を
数学的に表現・処理する仕方や推
論の方法などの技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第４章　三角関数】
第１節　三角関数

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、
知識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、
数学のよさを認識し、それらを事象の考察
に活用しようとしている。

○ ○ ○ 23

定期考査

10

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第５章　指数関数と対数関数】
第１節　指数関数
第２節　対数関数 ○ ○ ○ 17

【第４章　三角関数】
【第５章　指数関数と対数関数】

【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付け、事象を
数学的に表現・処理する仕方や推
論の方法などの技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第４章　三角関数】
第２節　加法定理

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、
知識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、
数学のよさを認識し、それらを事象の考察
に活用しようとしている。

○ ○ ○

定期考査

○ ○ 1

1

３

学

期

【第６章　微分法と積分法】

【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付け、事象を
数学的に表現・処理する仕方や推
論の方法などの技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

改訂版　新編　数学Ⅱ
（数研出版）

【第６章　微分法と積分法】
第１節　微分係数と導関数
第２節　関数の値の変化
第３節　積分法

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、
知識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、
数学のよさを認識し、それらを事象の考察
に活用しようとしている。

○ ○ ○ 35

定期考査

定期考査
○ ○

合計

140



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

柴田

数学 数学A
数学 数学A 2

数学的な考え方に関心をもつとともに、数学のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

場合の数と確率、図形の性質における基本的な
概念、原理・法則などを理解し、知識を身に付
けており、事象を数学的に表現・処理する仕方
や推論の方法などの技能を身に付ける

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過
程を振り返り、多面的・発展的に考えること
などを通して、場合の数と確率、図形の性質
における数学的な見方や考え方を身に付ける

場合の数と確率、図形の性質の考え方に関心
をもつとともに、数学のよさを認識し、それ
らを事象の考察に活用しようとするようにす
る

新課程　新編　数学A　（数研出版）

新課程　教科書傍用　サクシード　数学Ⅰ＋Ａ（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な概念、原理・法則などを理解し、事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身に付けさせる。

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程を振り返るなど、数学的な見方や考え方を身に付けさせる。

態
配当
時数

１

学

期

【第１章　場合の数と確率】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

新編　数学A　（数研出版）
【第１章　場合の数と確率】
準備　集合
第１節　場合の数

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知
識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数
学のよさを認識し、それらを事象の考察に活
用しようとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

【第１章　場合の数と確率】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

新編　数学A　（数研出版）
【第１章　場合の数と確率】
第１節　場合の数

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知
識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数
学のよさを認識し、それらを事象の考察に活
用しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

【第１章　場合の数と確率】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

新編　数学A　（数研出版）
【第１章　場合の数と確率】
第２節　確率

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知
識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数
学のよさを認識し、それらを事象の考察に活
用しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査

定期考査
○ ○

12

定期考査
○ ○ 1

【第１章　場合の数と確率】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

新編　数学A　（数研出版）
【第１章　場合の数と確率】
第２節　確率

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知
識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数
学のよさを認識し、それらを事象の考察に活
用しようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

合計

70

３

学

期

【第２章　図形の性質】
【知識及び技能】
基本的な概念、原理・法則などを
理解し、知識を身に付けており、
事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容の考え方に関心をもつと
ともに、数学のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に活用しようと
する。

新編　数学A　（数研出版）
【第２章　図形の性質】
第１節　平面図形
第２節　空間図形

【知識・技能】
基本的な概念、原理・法則などを理解し、知
識が身に付いている。
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
数学的な見方や考え方を身に付いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習内容の考え方に関心をもつとともに、数
学のよさを認識し、それらを事象の考察に活
用しようとしている。

○ ○ ○ 17

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

○

18

合計

70

○ 11

○

○ 10

いろいろな数列

いろいろな数列について、その一
般項や和を求めたり、和から一般
項を求めたりできるようにする。

・和の記号Σ
・階差数列
・いろいろな数列の和

いろいろな数列について、その一般項や和を
求めたり、和から一般項を求めたりできる
か。

○ ○ ○ 8

等差数列と等比数列

数列やその一般項の表し方につい
て理解する。

・数列と一般項
・等差数列
・等差数列の和
・等比数列
・等比数列の和

数列、統計的な推測についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解し、事象を数学化し
たり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処
理したりする技能を身につける。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的
に表現し考察する力、確率分布や標本分布の性
質に着目し、母集団の傾向を推測し判断した
り、標本調査の方法や結果を批判的に考察した
りする力を身につける。

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、
評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を身につける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとする態度を身につける。

数学B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学B
数学 数学B 2

（柴田）

数研出版　新編数学B

数学を活用して事象を論理的に考察する力や、事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身につける。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、表現できる技能を身につける。

教科書傍用　サクシード　数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】

２

学

期

確率分布

連続的確率変数についても理解
し、正規分布を様々な日常の事象
の考察に活用できるようにする。

・確率変数と確率分布
・確率変数の期待値と分散
・確率変数の和と積
・二項分布
・正規分布

連続的確率変数についても理解し、正規分布
を様々な日常の事象の考察に活用できるか。

○

１

学

期

数列やその一般項の表し方について理解して
いるか。

○

漸化式と数学的帰納法

数列の帰納的な定義について理解
し、漸化式から一般項が求められ
るようにするとともに、複雑な漸
化式を既知のものに帰着して考え
られるようにする。

・漸化式
・数学的帰納法

数列の帰納的な定義について理解し、漸化式
から一般項が求められるようにするととも
に、複雑な漸化式を既知のものに帰着して考
えられるか。

○

○

統計的な推測

母平均や母比率の推定、正規分布
を用いた仮説検定ができるように
し、それらを日常の事象の考察や
様々な判断に積極的に活用しよう
とする態度を身につける。

・母集団と標本
・標本平均の分布
・推定
・仮説検定

母平均や母比率の推定、正規分布を用いた仮
説検定ができるようにし、それらを日常の事
象の考察や様々な判断に積極的に活用しよう
とする態度を身につけたか。

○ 8

○ ○ ○ 15

３

学

期

数学ⅡＢ総合演習を通じて、内容
の定着を図り、活用する姿勢を育
む

数学ⅡＢ総合演習 数学ⅡＢ総合演習を通して、内容の理解し、
活用する姿勢が身についたか

○



年間授業計画　

高等学校 令和７年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：（　１，２，３組：荻原　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

3

学年末考査
○ ○ 1

３編物質の変化
終章化学が拓く世界

観察・実験 色々な技術について探究しているか。

○ ○ ○

３編物質の変化
３章酸化還元反応
４節酸化還元反応の応用

観察・実験 酸化還元反応を応用した事象を理解している
か。

○ ○ ○ 3

３編物質の変化
３章酸化還元反応
３節金属の酸化還元反応

観察・実験 金属の酸化還元反応を理解しているか。

○ ○ ○

観察・実験 酸化剤と還元剤の役割を理解しているか。

○ ○ ○ 3

1

３

学

期

３編物質の変化
３章酸化還元反応
１節酸化と還元

観察・実験 酸化と還元について理解しているか。

○ ○ ○ 4

３編物質の変化
３章酸化還元反応
２節酸化剤と還元剤

２学期期末考査
○ ○

２

学

期

4

4

３編物質の変化
２章酸と塩基
４中和滴定

観察・実験

中和滴定について理解しているか。

○ ○ ○ 4

３編物質の変化
２章酸と塩基
３節中和反応と塩の生成

観察・実験

中和反応と塩の生成について理解している
か。

○ ○ ○

3

３編物質の変化
２章酸と塩基
２節水素イオン濃度とｐH

観察・実験

水素イオン濃度とｐHについて理解している
か。

○ ○ ○ 3

３編物質の変化
２章酸と塩基
１節酸と塩基

観察・実験

酸と塩基の定義について理解しているか。

○ ○ ○

2

２学期中間考査
○ ○ 1

３編物質の変化
１章物質量と化学反応式
５節化学反応式の表す量的関係

観察・実験

化学反応式の表す量的関係を理解している
か。

○ ○ ○

○ ○ 2

３編物質の変化
１章物質量と化学反応式
４節化学反応の表し方

観察・実験

化学反応式を表すことができるか。

○ ○ ○ 2

３編物質の変化
１章物質量と化学反応式
３節溶液の濃度

観察・実験

溶液の濃度について計算ができるか。

○

○ 2

３編物質の変化
１章物質量と化学反応式
２節物質量

観察・実験

物質量について理解しているか。

○ ○ ○ 2

３編物質の変化
１章物質量と化学反応式
１節原子量・分子量・式量

観察・実験

原子量・分子量・式量について理解している
か。

○ ○

3

１学期期末考査
○ ○ 1

２編　物質の構成
２章　化学結合
４節　化学結合と物質の分類
化学結合と物質の性質を関連付け
て理解すること。

観察・実験

化学結合と物質の性質を関連付けて理解して
いるか。

○ ○ ○

2

２編　物質の構成
２章　化学結合
３節　金属と金属結合
金属結合及び金属の性質を理解す
ること。

観察・実験

金属結合及び金属の性質を理解しているか。

○ ○ ○ 3

２編　物質の構成
２章　化学結合
２節　分子と共有結合
共有結合を電子配置と関連付けて
理解すること。また、分子からな
る物質の性質を理解すること。 観察・実験

共有結合を電子配置と関連付けて理解するこ
と。また、分子からなる物質の性質を理解し
ているか。

○ ○ ○

2

２編　物質の構成
２章　化学結合
１節　イオンとイオン結合
　イオンの生成を電子配置と関連
付けて理解すること。また、イオ
ン結合及びイオン結合でできた物
質の制す津を理解すること。

観察・実験

イオンの生成を電子配置と関連付けて理解す
ること。また、イオン結合及びイオン結合で
できた物質の制す津を理解しているか。

○ ○ ○ 2

２編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
２節　電子配置と周期表
元素の周期律及び原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につ
いて理解すること。 観察・実験

元素の周期律及び原子の電子配置と周期表の
族や周期との関係について理解しているか。

○ ○ ○

２章　物質の成分と構成元素
２節　物質の構成元素
物質の分離・精製や元素の確認な
どの実験を通して、単体、化合物
及び混合物について理解するとと
もに、実験における基本操作と物
質を探究する方法を身に着けるこ
と。

観察・実験

物質の分離・精製や元素の確認などの実験を
通して、単体、化合物及び混合物について理
解するとともに、実験における基本操作と物
質を探究する方法を身に着けているか。

○ ○ ○

1

２編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表
１節　原子の構造
原子の構造及び陽子、中性子、電
子の性質を理解すること。

観察・実験

原子の構造及び陽子、中性子、電子の性質を
理解しているか

○ ○ ○ 2

１学期中間考査
○ ○

観察・実験

物質の分離・精製や元素の確認などの実験を
通して、単体、化合物及び混合物について理
解するとともに、実験における基本操作と物
質を探究する方法を身に着けているか。

○ ○ ○ 3

配当
時数

１

学

期

化学と人間生活
1章　化学とはなにか
　化学と人間生活とのかかわりに
ついて関心を高め、化学が物質を
対象とする科学であることや化学
が人間生活にはたしている役割を
理解させるとともに、観察、実験
などを通して物質を探究する方法
の基礎を身に付けさせる。

オリエンテーション
観察・実験

化学と人間生活とのかかわりについて関心を
高め、化学が物質を対象とする科学であるこ
とや化学が人間生活にはたしている役割を理
解できたか。また、観察、実験などを通して
物質を探究する方法の基礎を身に付けること
ができたか。

○ ○ ○ 2

２章　物質の成分と構成元素
１節　物質の成分
物質の分離・精製や元素の確認な
どの実験を通して、単体、化合物
及び混合物について理解するとと
もに、実験における基本操作と物
質を探究する方法を身に着けるこ
と。

3

２章　物質の成分と構成元素
３節　物質の三態
粒子に熱運動と温度及び物質の三
態変化との関係について理解する
こと。

観察・実験

粒子に熱運動と温度及び物質の三態変化との
関係について理解しているか。

○ ○ ○ 2

自然と人間生活との関わり及び科学技術と
人間生活との関わりについての理解を深
め，化学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する技能を身に付けるように
する。

観察，実験などを行い，人間生活と関連付
けて化学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的
に探究しようとする態度を養うとともに，
化学に対する興味・関心を高める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

自然の事物・現象に主体的に関わり，化学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東書　新編　化学基礎

理科

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，化学的に探究するために必要な観察，実験などに関する
技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，化学的に探究する力を養う。



年間授業計画　

高等学校 令和７年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

18

合計

70

３

学

期

生物や生物現象について、観察、実
験などを通して探究し、表現するこ
と。

探究活動 生物や生物現象について、観察、実験などを
通して探究し、表現すること。

○ ○

6

期末考査
○ ○ 1

免疫に関する資料に基づいて、異物
を排除する防御機構が備わっている
ことを身に出して理解する。

３編　ヒトの体と調節
免疫のはたらき

免疫に関する資料に基づいて、異物を排除す
る防御機構が備わっていることを身に出して
理解する。

○ ○ ○

３編　ヒトの体と調節
体内環境と情報伝達

①体の調節に関する観察、実験などを行い、
体内での情報伝達が体の調節に関係している
ことを見いだして理解する。
②体内環境の維持の仕組みに関する資料に基
づいて、体内環境の維持とホルモンの働きと
の関係を見出して理解する。また、体内環境
の維持を自律神経と関連付けて理解する。

○ ○ ○ 6

○ ○

２編　遺伝子とそのはたらき
遺伝情報とタンパク質

遺伝情報の発現に関する資料に基づいて、Ｄ
ＮＡの塩基配列とタンパク質のアミノ酸配列
との関係を見いだして理解する。

○ ○ ○ 6

1

２

学

期

ＤＮＡの構造に関する資料に基づい
て、遺伝情報を担う物質としてのＤ
ＮＡの特徴を見いだして理解すると
ともに、塩基の相補性とＤＮＡの複
製を関連付けて理解する。 ２編　遺伝子とそのはたらき

遺伝情報とＤＮＡ

ＤＮＡの構造に関する資料に基づいて、遺伝
情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴を見い
だして理解するとともに、塩基の相補性とＤ
ＮＡの複製を関連付けて理解できているか。

○ ○ ○ 6

遺伝情報の発現に関する資料に基づ
いて、ＤＮＡの塩基配列とタンパク
質のアミノ酸配列との関係を見いだ
して理解する。

期末考査
○ ○

1

①体の調節に関する観察、実験など
を行い、体内での情報伝達が体の調
節に関係していることを見いだして
理解する。
②体内環境の維持の仕組みに関する
資料に基づいて、体内環境の維持と
ホルモンの働きとの関係を見出して
理解する。また、体内環境の維持を
自律神経と関連付けて理解する。

生物とエネルギーに関する資料に基
づいて、生命活動にエネルギーが必
要であることを理解すること。ま
た、光合成や呼吸などの代謝とＡＴ
Ｐを関連付けて理解する。

１編　生物の特徴
生物とエネルギー

生物とエネルギーに関する資料に基づいて、
生命活動にエネルギーが必要であることを理
解できているか。。また、光合成や呼吸など
の代謝とＡＴＰを関連付けて理解できている
か。

○ ○ ○

6

①生態系と生物の多様性に関する観
察、実験を行い、生態系における生
物の種多様性を見出して理解する、
また、生物種多様性と生物間の関係
性とを関連付けて理解する。
②生態系のバランスに関する資料に
基づいて、生態系のバランスと人為
的攪乱を関連付けて理解する、ま
た、生態系の保全の重要性を認識す
る。

４編　生物の多様性と生態系
生態系と生物の多様性

①生態系と生物の多様性に関する観察、実験
を行い、生態系における生物の種多様性を見
出して理解できているか。また、生物種多様
性と生物間の関係性とを関連付けて理解でき
ているか。
②生態系のバランスに関する資料に基づい
て、生態系のバランスと人為的攪乱を関連付
けて理解できているか。また、生態系の保全
の重要性を認識できているか。

○ ○ ○ 6

植生の遷移に関する資料に基づい
て、遷移の要因を見出して理解する
こと、また、植生の遷移をバイオー
ムと関連付けて理解する。

４編　生物の多様性と生態系
植生と遷移

植生の遷移に関する資料に基づいて、遷移の
要因を見出して理解できているか。また、植
生の遷移をバイオームと関連付けて理解でき
ているか。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

様々な生物の比較に基づいて、生物
は多様でありながら共通性をもって
いることを見いだして理解するこ
と。また、生物の共通性と起源の共
有を関連付けて理解する。 １編　生物の特徴

生物の特徴

様々な生物の比較に基づいて、生物は多様で
ありながら共通性をもっていることを見いだ
して理解すること。また、生物の共通性と起
源の共有を関連付けて理解できているか。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

○ ○ 1

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や
生物現象について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付ける。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度と生命を尊重し、自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

生物基礎（東京書籍）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（　１組：名古屋　）（　２組：名古屋　）（　３組：名古屋　）

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2



年間授業計画　

高等学校 令和７年度（２学年用）教科　理科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

70

学年末考査 電気の性質
電流と電気抵抗

電離とエネルギー
電流と磁場

交流と電磁波
エネルギーの移り変わり
エネルギー資源と発電

物理学が拓く世界

〇 〇 〇

2

スポーツ，防災，自動車のような身近な
技術を題材に，「物理基礎」の学習内容
との関連を理解させる。また，職業に就
いている人の声を紹介し，将来の進路に
ついて考える一助となるようにする。 物理学が拓く世界

物理基礎で学習してきた内容が，スポー
ツ，防災，自動車とどのように関連してい

るかについて理解している。
〇 〇 〇 2

エネルギー資源には一次エネルギーと二
次エネルギーがあること，そして二次エ
ネルギーの一種である電気エネルギーを
得るための発電の方法について，そのし
くみと特徴を学習させる。特に，原子力
発電を理解するために必要な知識である
原子核，同位体，核反応，原子炉のしく

みなどについて理解させる。

　2．エネルギー資源と発電

・エネルギー資源にはどのようなものがあ
るか把握し，それらの長所と短所を理解し

ている。
・原子力発電に関連して，原子核の構成な

どを理解している。 〇 〇 〇

2

エネルギーには，力学的エネルギーや熱
エネルギー，電気エネルギーのほかにも
いろいろな種類のエネルギーがある。こ
こでは光エネルギー，化学エネルギー，
核エネルギーとは何か，またそれらのエ
ネルギーの具体的な利用について学習さ
せる。また，あらゆる自然現象における
エネルギーの変換では，それに関係した
全てのエネルギーの和は一定に保たれる

ことを理解させる。

　1．エネルギーの移り変わり

・エネルギーにはどのような種類がある
か，また，身近なさまざまな事象でどのよ
うなエネルギー変換がさなされているかを

理解している。

〇 〇 〇 2

交流の電圧は時間的に変化し，その電圧
の波形には最大値や0となる瞬間がある
ことを理解させる。交流発電機のしくみ
を理解させる。変圧器は交流の電圧を変
えていること，および，一次コイルと二
次コイルの交流電圧の比は，一次コイル
と二次コイルの巻数の比に等しいことを
理解させる。電磁波には電波，赤外線，
可視光線，紫外線，X線，γ線が含ま

れ，波の性質をもっていることを理解さ
せる。

　2．交流と電磁波

・交流電圧の基本について理解している。
・変圧器と送電の基本について理解してい

る。
・電磁波の振動数と波長の関係を理解して
いる。また，ラジオ放送やテレビ放送，携
帯電話など，身近に使われている電磁波の

周波数についても把握している。
〇 〇 〇

2

磁石の性質を示し，磁力線の説明へと進
める。直線電流が周囲につくる磁場，円
形電流が円の中心につくる磁場，ソレノ
イドがその内部につくる磁場の向きにつ
いて理解させる。電流が磁場から受ける
力について説明し，直流モーターのしく
みを理解させる。コイル内に磁石を出し
入れさせたときに，検流計の針が振れる

電磁誘導の現象を理解させる。

　1．電流と磁場

・直線電流，円形電流，ソレノイドのつく
る磁場の向きを判断することができる。

・電磁誘導の基礎を理解している。

〇 〇 〇 2

導体の両端に電圧を加えると，導体内に
ある自由電子は導体内に生じる電場によ
り加速されて電流が生じ，加速された自
由電子は導体中の陽イオンに衝突して運
動エネルギーを陽イオンに与え，陽イオ
ンの熱運動が激しくなって導体の温度が
上がることを理解させる。またその際に
発生する熱をジュール熱とよぶこと，お
よび，発熱量が電流と電圧と時間の積で
表されることを理解させる。電流がする
仕事（電力量）ＷがIVt〔Ｊ〕に等しい
ことを理解させ，これが発生するジュー
ル熱に等しいこと，および，電流が単位
時間にする仕事率（電力）IV〔Ｗ〕につ

いて理解させる。

　3．電気とエネルギー

・ジュールの法則について理解している。
・電力量と電力の意味（およびその公式）

について理解している。

〇 〇 〇

3

電流の向きと大きさについてしっかりと
理解させる。また，電圧・電流・電気抵
抗の間には，オームの法則が成りたつこ
とも理解させ，抵抗率についても指導す
る。抵抗の接続においては，直列・並列
接続の特徴を理解させるのがポイントで

ある。

　2．電流と電気抵抗

・電流と電圧の基礎について理解してい
る。

・オームの法則，抵抗の接続，抵抗率の基
礎について理解している。

〇 〇 〇 2

静電気の発生では，冬の乾燥した時期に
静電気によって，ピリッと感電した経験
をもつ生徒は多い。しかし静電気の性質
を知っているかというとそうではない。
そこでまず静電気現象の観察からはじめ
る。摩擦電気については，その発生の機
構が十分に解明されていないので，深入
りしないようにする。物体が帯電するし
くみでは，帯電は電子の過不足から生
じ，電気現象は電子が主役であることを

認識させる。

　1．電気の性質

・物体の帯電するしくみについて理解して
いる。

・導体・不導体，半導体の違いについて理
解している。

〇 〇 〇

2

2学期期末考査

波と媒質の運動
重ね合わせの原理

音の性質
発音体の振動と共振・共鳴

〇 〇 〇 2

弦の振動は，弦の両端を節とする定在波
であることを，観察をもとにして理解さ
せる。気柱の固有振動は開端を腹，閉端
を節とする定在波であることを把握させ
る。振動体にその固有振動の周期と等し
い周期で変化する外力を加えると，振動
体は大きく振動するようになる（共振・

共鳴）ことを理解させる。

　2．発音体の
　　　　振動と共振・共鳴

・弦や気柱の振動と音の高さの関係につい
て理解している。

〇 〇 〇

3

空間を伝わる音波は空気を媒質とする縦
波である（真空中では音波は伝わらな
い）。空気中を伝わる音の速さは，温度
により異なる。p.123（5）式から，温度
が高いほど音の速さは速くなる。音の高
さ・大きさについては，p.124のオシロ
スコープによる音波の波形図を用いて定
性的に説明する。うなりの現象を実験に
よって観察させ，その理由を理解させ

る。

　1．音の性質

・日常生活での体験を通して，音の波とし
ての性質を理解している。

・うなりについて，音の干渉の知識を用い
て定量的に扱うことができる。

〇 〇 〇 2

波の重ねあわせの原理では，2つの波が
ある点に同時に達したときの変位は，2
つの波が単独に達したときの変位の和で
あることを理解させる。一直線上で（波
の）要素の等しい2つの波形が逆向きに
進むと，重なりあって波形がどちらへも
進行しない定在波ができる。この定在波
の媒質は，場所によって振幅が異なるこ
とを理解させる。ウェーブマシンにパル
スを送ったとき，自由端では位相は変わ
らず，山の入射波は山として反射される
が，固定端では位相が半波長ずれて，山
は谷として反射されることを理解させ

る。

　2．重ねあわせの原理

・定在波の生じるしくみを理解している。
・ウェーブマシンの実験・観察を通して，
波の重ねあわせの原理や自由端・固定端で

の波の反射について理解している。

〇 〇 〇

2

波動とは，媒質の1点に起こった振動
が，媒質中を少しずつ遅れて伝わってい
く現象であることを理解させる。ばねに
つり下げたおもりの周期的な往復運動が
単振動であり，単振動の伝搬による波が
正弦波であることを理解させる。波を表
す要素は振幅，周期，振動数，波長そし
て波の伝わる速さである。また，媒質が
どのような振動状態であるかを表す量で
ある位相について扱い，同位相，逆位相
についても理解させる。媒質の振動の方
向に対して垂直な方向へ伝わる波形が横
波，媒質の振動と同じ方向へ伝わる波形
が縦波である。つる巻きばねを用いて観
察させるとともに，図5，図10を用いて

理解させる。

　1．波と媒質の運動

・波の発生原理や基本事項を理解してい
る。

・縦波と横波の違いを理解している。
・縦波を横波の形で表現できている。

〇 〇 〇 3

2学期中間考査

仕事
運動エネルギー
位置エネルギー

力学的エネルギーの保存
熱と物質の状態

熱と仕事

〇 〇 〇

2

のこぎりで木を切ると，分子の熱運動が
活発になるということを生徒に視覚的に
とらえさせ，熱がエネルギーの一形態で
あることを理解させる。気体の内部エネ
ルギーは，温度が高いほど，また分子の
数が多いほど大きくなることを理解させ
る。また，物体の内部エネルギーを変化
させる方法は2種類あり，それは熱する
ことと仕事をすることであること（熱力

学第一法則）を理解させる。
自然界のエネルギーの変換では不可逆変
化が伴うことを示し，それに関連して熱

機関の効率について理解させる。

　2．熱と仕事

・波の発生原理や基本事項を理解してい
る。

・縦波と横波の違いを理解している。
・縦波を横波の形で表現できている。

〇 〇 〇 2

ブラウン運動の観察を通じて，熱運動に
ついて理解させる。温度は，原子や分子
の熱運動の激しさを示すものであり，熱
運動が停止するときの温度を0とする絶
対温度について理解させる。絶対温度
（K）とセルシウス温度（℃）との関係
を与え，温度差に関してはどちらの単位
を用いても同じであることを理解させ
る。熱の移動がエネルギーの移動である
ことを説明し，熱がエネルギーの一形態
であることを理解させる。また，熱平
衡，熱の移動，熱量，および，これらの
関係についても理解させる。熱容量や比
熱の定義を理解させたうえで，温度をΔ
Ｔ〔K〕変化させるのに必要な熱量を，
熱容量や比熱を用いて表すことができる
ようにする。また，外部との熱のやりと
りがない場合，熱量が保存されることを

理解させる。
物質には，固体，液体，気体の3つの状
態が存在し，いずれの状態でも熱運動が
あることを理解させる。また，多くの場
合，温度が上がると物体の体積が大きく

なることを理解させる。

　1．熱と物質の状態

・温度，熱運動，熱量，比熱，熱容量など
が正しく理解されている。

・熱量の保存について理解し，熱量保存の
式を立てることができる。

・物質が，固体→液体，液体→気体になる
際の，熱のやりとりについて理解してい

る。

〇 〇 〇

2

自由落下を例にとり，仕事と運動エネル

ギーの関係式を用いて，重力だけが仕事

をするとき力学的エネルギー保存則が成

りたっていることを理解させる。一般

に，力学的エネルギー保存則は，物体に

はたらく力が保存力だけのとき，あるい

は保存力以外の力がはたらいていてもそ

の力が物体に対して仕事をしないときに

成りたつことを理解させる。逆に，物体

に保存力以外の力がはたらくときには，

その仕事だけ力学的エネルギーが変化す

ることを理解させる。

　4．力学的エネルギーの保存

・さまざまな物体の運動について，力学的
エネルギー保存則を用いることができる。
・物体に保存力以外の力がはたらくとき，
その仕事の量だけ物体の力学的エネルギー

は変化することを理解している。
・力学的エネルギー保存則が成りたつため
の条件が整っているかどうかを判断できる
（→保存力以外の力が物体に対して仕事を

しない）。 〇 〇 〇 2

高い所にある物体は他の物体に対して仕
事をすることから，重力による位置エネ
ルギーをもっていることを理解させる。
また，「物体の運動エネルギーの変化
は，物体にされた仕事に等しい」ことを
用いて重力による位置エネルギーがｍｇ
ｈ〔Ｊ〕であることを理解させ，さらに
基準水平面のとり方により，正の場合と
負の場合があることを理解させる。弾性
力による位置エネルギーについては，
1/2×kx2の式で表される過程を理解させ
るとともに，ばねが伸びているときも縮
んでいるときも弾性力による位置エネル
ギーの値は正になり，負になることはな
い，すなわちばねが自然の長さのときが
基準（0）であることを理解させる。保
存力の説明の中で，基準点から考えてい
る点まで物体を移動させるために必要な
仕事が，移動経路が異なっても変わらな
いことから，考えている点での位置エネ
ルギーが定義されることを理解させる。

　3．位置エネルギー

・重力による位置エネルギーを計算するこ
とができる。

・弾性力による位置エネルギーを計算する
ことができる。

・物体が基準点まで移動するときに保存力
がする仕事が，位置エネルギーであること

を確認できる。

〇 〇 〇

2

運動エネルギーの式1/2×mv
2を導けるよ

うにする。また，物体の運動エネルギー

の変化が物体にされた仕事に等しいこ

と，および，この関係が導かれる過程を

理解させる。特にp.75(46)式の右辺の仕

事は，力の種類（保存力，非保存力の種

類）を問わないことを理解させる。

　2．運動エネルギー

・運動エネルギーが1/2×ｍｖ2であることを

理解している。

・運動エネルギーの変化は物体にされた仕

事に等しいことを理解している。 〇 〇 〇 2

仕事の定義を正確に把握させる。特に，
物体の移動方向に垂直にはたらく力は仕
事をしないこと，移動の向きと力の向き
が逆のときは仕事は負になること，およ
び，正・負の仕事の意味について具体的
に理解させる。Ｆ－ｘ図の面積が仕事の
大きさを表すことを理解させる。仕事の
原理では，てこや動滑車の演示実験など
を用いて，加える力の大きさが小さく
なっても必要な仕事が一定であることを
理解させる。単位時間にした仕事が仕事
率であることを理解させる。また，仕
事，仕事率の単位については混同しやす

いのでしっかり理解させる。

　1．仕事

・仕事，仕事率を計算して求めることがで
きる。

・物体に対して力がはたらいていても，仕
事が0のときもあり，それがどのようなとき

であるかを理解している。
・道具を使う場合と使わない場合の仕事を
実際に計算して比較することにより，「仕

事の原理」を理解している。 〇 〇 〇

3

1学期期末考査

力とそのはたらき
力のつり合い
運動の法則

摩擦を受ける運動
液体や気体から受ける力

〇 〇 〇 1

液体や気体の中では物体は圧力を受ける
ことや，圧力の式とその単位について理
解させる。また，液体や気体中にある物
体には浮力がはたらくこと，および，浮
力の大きさについてアルキメデスの原理
が成りたつことを理解させる。空気中を
落下する物体には，空気抵抗がはたらく

ことを理解させる。

　5．液体や気体
　　　　から受ける力

・圧力を求める式を理解している。

・水圧を求める式を理解している。

・水中にある物体にはどのような浮力がは

たらくかを理解している。
〇 〇 〇

3

どのようなときに静止摩擦力が生じるの
か，また最大摩擦力の大きさが面の状態
を表す静止摩擦係数と垂直抗力の積で表
されることを理解させる。また，動摩擦
力の大きさについても動摩擦係数と垂直
抗力の積で表されることを理解させる。 　4．摩擦を受ける運動

・注目する物体に摩擦力はどの向きに現れ
るか，また最大摩擦力の大きさは2物体間の
面の状態を表す静止摩擦係数μと，垂直抗
力Ｎとの積で表されることを理解してい

る。
・静止摩擦力を用いた力のつりあいの式を
立てたり，動摩擦力を用いた運動方程式を

立てることができる。

〇 〇 〇 2

慣性の法則では，物体にはたらく力の合
力が0であるとき，物体は等速直線運動
（または静止）をし続けることを理解さ
せる。運動方程式では，物体は力を受け
ると加速すること，また，生じる加速度
の大きさは質量に反比例し，力の大きさ
に比例することを，実験をもとにして理
解させる。いくつかの具体例を用いて，
運動方程式の立て方を習得させる。1Ｎ
がどのように定義されたかを理解させ
る。物体は落下するときに加速度（重力
加速度）を生じることから，運動方程式
により，重力がはたらいていることがわ
かること，および，重力の大きさ，すな
わち重さがｍｇ〔Ｎ〕であることを理解

させる。

　3．運動の法則

・物体が力を受けるとき（あるいは受けな
いとき），運動状態はどのようになるか，
逆に，物体の運動状態からどのような力が

はたらいているかを指摘できる。
・さまざまな運動をしている物体につい

て，運動方程式を立てて考えることができ
る。

〇 〇 〇

3

力はベクトル量であり，合成や分解がで
きることを理解させる。また，分解した
ときのx成分とy成分を求められるように
する。物体にいくつかの力がはたらくと
き，これらのx成分，y成分のつりあいの
式が立てられるようにする。作用反作用
の法則を理解し，つりあう2力の関係と
作用反作用の2力の関係との違いが分か

るようにする。
＜Zoom＞で，物体にはたらく力が正しく

見つけられるようにする。

　2．力のつりあい

・力がベクトル量であることを認識し，力
の合成や分解ができる。

・注目する物体にはたらく力が指摘でき，
つりあいの式が立てられる。

・作用・反作用の2力とつりあいの2力を区
別して考えることができる。 〇 〇 〇 3

力は，物体の変形や運動状態の変化の原
因となるものであり，向きと大きさを
もったベクトル量であることを理解させ
る。地上にある質量ｍ〔ｋｇ〕の物体
は，その運動状態によらず，ｍｇ〔Ｎ〕
の大きさの重力がはたらいていることを
理解させる。物体が面と接しているとき
には，面から垂直抗力や摩擦力がはたら
くことを理解させる。弾性力については
フックの法則とその式を扱い，特にばね

定数の意味について理解させる。

　1．力とそのはたらき

・重力，垂直抗力，摩擦力，糸が引く力，
弾性力について，理解している。

〇 〇 〇

3

1学期中間考査

速度
加速度

落体の運動

〇 〇 〇 2

重力のみを受けた物体の運動（落体の運
動）は，加速度の大きさｇの等加速度直
線運動であることに気づかせる。自由落
下や鉛直投射などの式が書けるように
し，その運用に慣れさせる。水平投射
は，水平方向の等速直線運動と，鉛直方
向の自由落下とに分解して扱えることを
理解させる。また，学習状況に応じて，
「発展」で「水平投射の式・斜方投射の

式」まで扱う。

　3．落体の運動

・自由落下，鉛直投射の性質を正しく理解
し，これらの運動について考察することが

できる。
・自由落下する物体のようすについて説明

できる。
〇 〇 〇

直線運動における加速度の定義を理解さ
せる。その際，運動が同じでも数直線の
正の向きの取り方により加速度の正，負
が決められることを理解させる。等加速
度直線運動における3つの式を理解さ
せ，その具体的な運用に慣れさせる。
＜Zoom＞で，速度と加速度の正，負の意

味を正しく理解させる。

　2．加速度

・加速度の定義や正負の意味を正しく理解
している。

・等加速度直線運動を表す3つの式がどのよ
うにして得られたかを理解し，その式やグ

ラフを正しく運用することができる。 〇 〇 〇 2

物体の速さが移動距離を経過時間でわっ
たものであること，および，速さの単位
を学ばせる。さらに，等速直線運動につ
いてx－ｔ図とv－ｔ図の特徴と，そのグ
ラフがもたらす情報を理解させる。速度
が向きをもった量であることを理解させ
る。平均の速度を求められるようにし，
瞬間の速度はきわめて短い時間の平均の
速度であることをx－ｔ図を用いて理解
させる。動いている物体から見た他の物
体の速度が相対速度であることを示し，
相対速度の式を理解させる。また，学習
状況に応じて，「発展」で「平面上の速
度の合成・平面上の相対速度」について

も扱う。

　1．速度

・物体の速さの式を理解している。
・等速直線運動の式およびx－t図，v－ｔ図

を理解している。

・物体の運動を表すには向きが必要である

こと，および速さと速度の違いを理解して

いる。

・平均の速度の求め方を理解している。

・直線上の合成速度，相対速度の意味と求

め方を理解している。

〇 〇 〇

配当
時数

物理では，さまざまな現象を調べて，距
離や時間などの物理量の間にある関係を
数式で表したり，実験データの分析をし
たりすることが必要となる。そのため，
「物理基礎」の学習を始める前に，物理
量の表し方やデータの扱い方を理解させ

る。

物理量の扱い方
講習・実験

・物理量の表し方について理解している。

〇 〇 〇 2

2

物理基礎
理科 物理基礎 2

（　１組：荻原　） （　２組：荻原　） （　３組：荻原　）

１

学

期

２

学

期

3

学

期

数研　新編物理基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，物理学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，物理学的に探究する力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

自然の事物・現象に主体的に関わり，物理学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間
生活との関わりについての理解を深め，物理学
的に探究するために必要な観察，実験などに関
する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて
物理学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，物理学的に
探究しようとする態度を養うとともに，科学に
対する興味・関心を高める。

態



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

105

13

３

学

期

陸上競技(長距離走)
男子１０㎞、女子８㎞を到達地点とし
て、各距離に応じた走り方や心肺能力の
向上について理解し、計画的に記録向上
させることができる。

陸上競技(長距離走) 各距離における走法の理解、到達距離に向けた計画的
な取り組みができ、互いに協力することができる。

27

13

テニス テニスにおける個々の技能を高め、また合理的・計画
的に考えて技能向上に取り組むことができる。また用
具や施設の安全管理、試合形式における役割を責任
もって果たし、互いに協力して、運営できる。

13
２

学

期

球技（バドミントン）
ネット型の競技を通じての協働、また種
目の特性としての個人の技術・技能を高
め、試合形式の中での仲間意識の向上を
目指す。

球技（テニス）
ネット型の競技を通じての協働、また種
目の特性としての個人の技術・技能を高
め、試合形式の中での仲間意識の向上を
目指す。

球技(バスケットボール)
ゴール型の競技を通じての協働、また種
目の特性としての個人の技術・技能を高
め、試合形式の中での仲間意識の向上を
目指す。

バドミントン バドミントンにおける個々の技能を高め、また合理
的・計画的に考えて技能向上に取り組むことができ
る。また用具や施設の安全管理、試合形式における役
割を責任もって果たし、互いに協力して、運営でき
る。

バスケットボール バスケットボールにおける個々の技能を高め、また合
理的・計画的に考えて技能向上に取り組むことができ
る。また用具や施設の安全管理、試合形式における役
割を責任もって果たし、互いに協力して、運営でき
る。

球技（バレーボール）
ネット型の競技を通じての協働、また種
目の特性としての個人の技術・技能を高
め、試合形式の中での仲間意識の向上を
目指す。

バレーボール バレーボールにおける個々の技能を高め、また合理
的・計画的に考えて技能向上に取り組むことができ
る。また用具や施設の安全管理、試合形式における役
割を責任もって果たし、互いに協力して、運営でき
る。

○ ○ ○

15

水泳
４泳法についての泳法の理解と記録向上
のための計画的な実践、安全面に配慮
し、居力協働ができる。

２００ｍ個人メドレー ４泳法について理解し、意欲的に取り組み技能を高め
ることができる。また記録向上のために計画的に泳ぎ
こみ、また安全に配慮し互いに協力して泳法や技能向
上に取り組むことができる。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

オリエンテーション

体育理論
身体能力の向上について、その理論や具
体的な方法について理解し、計画的に実
践することができる。

体育授業に臨む心構えと授業ルール、授
業の進め方、取り組み姿勢について

運動やスポーツの効果的な学習の仕方、
実生活への位置づけ

スポーツテストなどを通じて、筋力・持久力・柔軟
性・敏捷性などの能力がどう向上していくのか、合理
的・計画的な実践力と互いに協力し、安全に取り組む
ことができる。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

15

定期考査

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継
続することがでいるようにするため、運動の多様性や
体力の必要性について理解しているとともに、それら
の技能を身につけている。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに自己や仲間の考えたことを他者に伝えてい
る。

生涯にわたって継続して運動に親しむために、運動に
おける競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、
互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするとともに健康・安
全を確保している。

現代高等保健体育

保健体育

各種の運動の特性に応じた技能など及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し、判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

中谷・橋本・首藤

保健体育 体育
保健体育 体育 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

35

定期考査
○ ○

○

３

学

期

運動・スポーツの効果的な学習の仕
方について、課題を発見し、その解
決を目指した取り組みを通じて、次
の事項を身に着けることができるよ
う指導する。

（ｱ）運動やスポーツの技能と体力
の関連について
（ｲ）運動やスポーツの技術は学習
を通じて技能として発揮されるよう
になること
（ｳ）運動やスポーツの技能の上達
過程にはいくつかの段階があり、段
階に応じた練習方法があること

ア 運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて理解を深める

イ　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて思
考し、判断するとともに、他社に伝える ○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○

○ ○ 13

○ ○ 14２

学

期

健康を支える環境づくりについて，
自他や社会の課題を発見し，その解
決を目指した活動を通して，次の事
項を身に付ける

（ｱ）環境と健康
（ｲ）食品と健康
（ｳ）保健・医療制度及び地域の保
健・医療機関
（ｴ）様々な保健活動や社会的対策
（ｵ）健康に関する環境づくりと社
会参加

ア 健康を支える環境づくりについて理解を深
める

イ　健康を支える環境づくりに関する情報から
課題を発見し，健康に関する原則や
概念に着目して解決の方法を思考し判断すると
ともに，それらを表現する

○

定期考査
○

１

学

期

生涯を通じる健康について，自他や
社会の課題を発見し，その解決を目
指した活動を通して，次の事項を身
に付ける

（ｱ）生涯の各段階における健康
（ｲ）労働と健康

ア 生涯を通じる健康について理解を深める

イ　生涯を通じる健康に関する情報から課題を
発見し，健康に関する原則や概念に
着目して解決の方法を思考し判断するととも
に，それらを表現する ○

思 態
配当
時数

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力のある生活を
営む態度を養う。

保健

【知識及び技能】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【 知　識　及　び　技　能 】個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身につけるようにする。

健康についての自他の社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し、判断するとともに、目的や状況
に応じて他者に伝える力を養う。

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めているとともに、技能を身につけて
いる。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断してい
るとともに、目的や状況に応じて他者に伝えて
いる。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力の
ある生活を営むための学習に主体的に取り組も
うとしている。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健
保健体育 保健 1

（　１～３組：首藤　）

現代高等学校

保健体育



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

10

合

計

70

〇

【知識及び技能】様々な表現形態による表現の
固有性や多様性を理解し、表現形態の特徴や表
現上の効果および他者との調和を意識して演奏
する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したことと
感受したこととの関わりについて考え、個性豊
かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】表現形態の特徴
や表現上の効果を生かし、個性豊かに表現を工
夫して演奏する活動に主体的に取り組んでい
る。

〇 〇

３

学

期

曲にふさわしい表現
【知識及び技能】曲想と楽器の音色や奏法と
の関わり及びその関わりによって生み出され
る表現上の効果を理解し、曲にふさわしい奏
法、身体の使い方などの技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに器楽表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】コードの特徴
を生かし、個性豊かに表現を工夫して演奏す
る活動に主体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・コード演奏

【教材】
・J-POP
・一人１台端末

〇

演奏会企画
【知識及び技能】様々な表現形態による表現
の固有性や多様性を理解し、表現形態の特徴
や表現上の効果および他者との調和を意識し
て演奏する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】表現形態の特
徴や表現上の効果を生かし、個性豊かに表現
を工夫して演奏する活動に主体的に取り組む
ことができる。

【指導項目】
・任意の曲の演奏

【教材】
・任意の楽曲
・一人１台端末

〇 〇 〇

6

【知識及び技能】音素材、音を連ねたり重ね
たりした時の響き、音階や音型などの特徴及
び構成上の特徴について、表したいイメージ
と関わらせて理解を深めるとともに、旋律を
つくったり、つくった旋律に副次的な旋律や
和音などを付けた音楽をつくったりする技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】創作表現に関
わる知識や技能を生かしながら、個性豊かに
創作表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】音素材などの
特徴を生かし、個性豊かに創作する活動に主
体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 10

【知識及び技能】曲想と楽器の音色や奏法との
関わり及びその関わりによって生み出される表
現上の効果を理解し、曲にふさわしい奏法、身
体の使い方などの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したことと
感受したこととの関わりについて考え、個性豊
かに器楽表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】コードの特徴を
生かし、個性豊かに表現を工夫して演奏する活
動に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 8

【知識及び技能】様々な表現形態による歌唱
表現の固有性や多様性について理解し、他者
との調和を意識して歌う技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】様々な表現形
態による歌唱表現の固有性や多様性について
関心を持ち、他者との調和を意識した表現に
ついて考え、個性豊かに表現する活動に主体
的に取り組んでいる。

〇 〇 〇

楽曲創作
【知識及び技能】音素材、音を連ねたり重ね
たりした時の響き、音階や音型などの特徴及
び構成上の特徴について、表したいイメージ
と関わらせて理解を深めるとともに、旋律を
つくったり、つくった旋律に副次的な旋律や
和音などを付けた音楽をつくったりする技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】創作表現に関
わる知識や技能を生かしながら、個性豊かに
創作表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】音素材などの
特徴を生かし、個性豊かに創作する活動に主
体的に取り組むことができる。

【指導項目】
・楽曲創作
・20世紀の音楽
【教材】
・テクノミュージッ
ク
・ミニマルミュー
ジック
・自作の4コマの物
語
・楽譜制作サイト
「Flat」
・一人１台端末

〇 〇

8〇

２

学

期

様々な音楽とその歴史
【知識及び技能】曲想と音楽の構造や歌詞、
文化的・歴史的背景との関わり及びその関わ
りによって生み出される表現上の効果につい
て理解するとともに、曲にふさわしい奏法や
身体の使い方などの技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術
との関わりに関心を持ち、自分や社会にとっ
ての音楽の意味や価値について考え、表現を
工夫して演奏したり鑑賞をする活動に主体的
に取り組むことができる。

【指導項目】
・ミュージカル
・弾き語り
・20世紀の音楽

【教材】
・レミゼラブル
・天体観測
・カントリーロード
・一人１台端末

〇

〇 〇

〇

様々な音楽とその歴史
【知識及び技能】曲想と音楽の構造や歌詞、
文化的・歴史的背景との関わり及びその関わ
りによって生み出される表現上の効果につい
て理解するとともに、曲にふさわしい奏法や
身体の使い方などの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術
との関わりに関心を持ち、自分や社会にとっ
ての音楽の意味や価値について考え、表現を
工夫して演奏したり鑑賞をする活動に主体的
に取り組んでいる。

○ ○ ○ 4

○ ○ ○ 6

合唱
【知識及び技能】様々な表現形態による歌唱
表現の固有性や多様性について理解し、他者
との調和を意識して歌う技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】様々な表現形
態による歌唱表現の固有性や多様性について
関心を持ち、他者との調和を意識した表現に
ついて考え、個性豊かに表現する活動に主体
的に取り組むことができる。

【指導項目】
・合唱

【教材】
・糸
・一人１台端末

〇

○ ○ ○

5

アンサンブル
【知識及び技能】様々な表現形態による表現
の固有性や多様性について理解し、表現形態
の特徴や表現上の効果を生かして演奏する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】様々な表現形
態による表現の固有性や多様性について関心
を持ち、演奏形態の特徴表現上の効果につい
て考え、表現を工夫して演奏する活動に主体
的に取り組むことができる。

【指導項目】
・アンサンブル

【教材】
・さくら
・一人１台端末

〇

ヨーロッパの音楽
【知識及び技能】音楽の特徴と文化的・歴史
的背景、他の芸術との関わりについて理解を
深めるとともに、曲にふさわしい奏法や身体
の使い方などの技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】音楽表現の共
通性や固有性について考え、音楽の良さを味
わって聴くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】音楽表現の共
通性や固有性について考え、音楽の良さを味
わって聴く活動に主体的に取り組むことがで
きる。

【指導項目】
・西洋音楽史
・ピアノ
・創作
【教材】
・Flat
・ピアノオリジナル
曲
・一人１台端末

【知識及び技能】様々な表現形態による表現
の固有性や多様性について理解し、表現形態
の特徴や表現上の効果を生かして演奏する技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、個
性豊かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】様々な表現形
態による表現の固有性や多様性について関心
を持ち、演奏形態の特徴表現上の効果につい
て考え、表現を工夫して演奏する活動に主体
的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】音楽の特徴と文化的・歴史的
背景、他の芸術との関わりについて理解を深め
るとともに、曲にふさわしい奏法や身体の使い
方などの技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】音楽表現の共通
性や固有性について考え、音楽の良さを味わっ
て聴いている。
【学びに向かう力、人間性等】音楽表現の共通
性や固有性について考え、音楽の良さを味わっ
て聴く活動に主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○

知 思 態

配

当

時

数

１

学

期

曲にふさわしい発声や奏法
【知識及び技能】曲想と奏法との関わり及
びその関わりによって生み出される表現上
の効果について理解するとともに、曲にふ
さわしい奏法などの技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考
え、個性豊かに表現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想と奏法との関わりについて関心を持
ち、曲にふさわしい奏法について考え、演
奏する活動に主体的に取り組むことができ
る。

【指導項目】
・歌唱
【教材】
・校歌
・ハナミズキ
・歩いて帰ろう
・一人１台端末

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑

賞
評価規準

【指導項目】
・ピアノ
【教材】
・バイエル
・ツェルニー
・一人１台端末

〇 6

【知識及び技能】曲想と奏法との関わり及びそ
の関わりによって生み出される表現上の効果に
ついて理解するとともに、曲にふさわしい奏法
などの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】知覚したことと
感受したこととの関わりについて考え、個性豊
かに表現を創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想と奏法との関わりについて関心を持ち、曲
にふさわしい奏法について考え、演奏する活動
に主体的に取り組んでいる。

音楽Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景など
との関わり及び音楽の多様性について理解す
るとともに、創意工夫を生かした音楽表現を
するために必要な技能を身に付けるようにす
る。

個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、
音楽を評価しながらよさや美しさを味わって
聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

MOUSA２

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができる。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができる。

芸術に関する各教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

（１組：赤木　　）（2.3組：赤木　　）（組：　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

【知識及び技能】
シェアリングエコノミーについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
シェアリングエコノミーについて自分の考え
を表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
シェアリングエコノミーについて積極的に発
話したり、発問に対して発言しようとする。

105

○ ○ ○ 13

○ 13○ ○

○

1

○ ○ ○

【知識及び技能】
砂の輸入問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
砂の輸入問題について自分の考えを表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
砂の輸入問題について積極的に発話したり、
発問に対して発言しようとする。

○ ○ ○

３

学

期

Lesson9
【知識及び技能】
シェアリングエコノミーについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
シェアリングエコノミーについて自分の
考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
シェアリングエコノミーについて積極的
に発話したり、発問に対して発言しよう
とする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末

○ ○

２

学

期

定期考査

Lesson10
【知識及び技能】
砂の輸入問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
砂の輸入問題について自分の考えを表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
砂の輸入問題について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末

○ ○

○ ○ 10

定期考査
○ 1

Lesson8
【知識及び技能】
保存食についてを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
保存食について自分の考えを表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
保存食について積極的に発話したり、発
問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
保存食についてを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
保存食について自分の考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
保存食について積極的に発話したり、発問に
対して発言しようとする。

○

1

Lesson7
【知識及び技能】
飛行機の開発史について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
飛行機の開発史について、自分の考えを
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
飛行機の開発史について積極的に発話し
たり、発問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末 ○ ○ ○ 9○ ○

【知識及び技能】
飛行機の開発史について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
飛行機の開発史について、自分の考えを表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
飛行機の開発史について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

○ ○ ○

定期考査
○

9

Lesson6
【知識及び技能】
若宮さんの活動について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
若宮さんの活動について自分の考えを表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】】
若宮さんの活動について積極的に発話し
たり、発問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末 ○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
若宮さんの活動について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
若宮さんの活動について自分の考えを表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】】
若宮さんの活動について積極的に発話した
り、発問に対して発言しようとする。

○

○ ○

【知識及び技能】
ユニバーサルデザインについて理解し、情報
を簡潔にまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
ユニバーサルデザインについて理解し、自分
の考えを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ユニバーサルデザインについて積極的に自分
の考えを伝えあう。

○ ○ ○

Lesson5
【知識及び技能】
ユニバーサルデザインについて理解し、
情報を簡潔にまとめることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
ユニバーサルデザインについて理解し、
自分の考えを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ユニバーサルデザインについて積極的に
自分の考えを伝えあう。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末 ○ ○ ○

○ ○ 9

○ 1定期考査

【知識及び技能】
国際共通語について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
国際共通語について自分の考えを表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
国際共通語について積極的に自分の考えを積
極的に伝え合おうとする。

○ ○ ○ 10

Lesson4
【知識及び技能】
国際共通語について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
国際共通語について自分の考えを表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
国際共通語について積極的に自分の考え
を積極的に伝え合おうとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
睡眠の大切について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
睡眠の重要性と良い睡眠をとる方法について
自分の考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
良い睡眠を取る方法、自身の睡眠の実態につ
いて積極的に表現しようとする。

○ ○ ○ 9

Lesson3
【知識及び技能】
睡眠の大切について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
睡眠の重要性と良い睡眠をとる方法につ
いて自分の考えを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
良い睡眠を取る方法、自身の睡眠の実態
について積極的に表現しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末 ○ ○ ○ ○

○ 1定期考査

【知識及び技能】
だまし絵について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
だまし絵アートについて自分の考えを表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
だまし絵について積極的に発話したり、発問
に対して発言しようとする。

○ ○ ○ 9

Lesson2
【知識及び技能】
だまし絵について理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
だまし絵アートについて自分の考えを表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
だまし絵について積極的に発話したり、
発問に対して発言しようとする。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
海外の学校行事について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学校行事とその目的について意見を表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学校行事について積極的に表現しようとす
る。

○ ○ ○ 9

思 態

配

当

時

数

評価規準 知

１

学

期

Lesson1
【知識及び技能】
海外の学校行事について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学校行事とその目的について意見を表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
学校行事について積極的に表現しようと
する。

・指導事項
  skimming/scanning
  comprehension check
  topic talk
・教材
  教科書Big Dipper
  一人１台端末

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

○

○

英語コミュニケーションII

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた
訳で読み取ったり、適切に本文を聞き取ったり
することができる。また自分のことや意見など
を適切に表現することができる。

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで
適切な情報を読み取り、整理・要約することが
できる。またそれに対して自分の意見を表現す
ることができる。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入
れ、真摯に相手の伝えようとする姿勢に向き合
い、対話・意見論述等に積極的に参加すること
ができる。

数研出版　BIG DIPPER

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた適切な訳で読み取り、またそれを用いて表現できる。様々な国の人の発話
やスペルが混在する本文を適切に聞き取ったり、読み取ったりすることができる。

広告・評論文・データ情報や物語などを読んで適切な情報を読み取り、整理・要約することができる。ま
たそれに対して自分の意見を表現することができる。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入れ、真摯に相手の伝えようとする姿勢に向き合い、対話・
意見論述等に積極的に参加することができる。

（Aクラス：村田） （Bクラス：川口） （Cクラス：安野） （Dクラス：大橋）

外国語 英語コミュニケーションII

外国語 英語コミュニケーションII 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

○ 1

合

計

70

○

【知識及び技能】
直接法・仮定法の文構造を理解し、表現したい内
容に応じて使い分けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
その英文を見て、直接法であるか仮定法である
か、また、仮定法過去であるか、仮定法大過去で
あるかを判断できる。そして想像力を生かして
様々なタラレバ表現を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
「もしも…ならば」の質問をつくるにあたり、想
像力を生かして積極的に取り組むことができる。 8

Lesson18
【知識及び技能】
直接法と仮定法過去・大過去の違いを理解
させ、表現したいとおりに現在時制と過去
時制を使い分ける技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
その人物は何を願っているのか、タラレバ
表現を適切に読み取り、判断する力を身に
付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
もしも…の自由表現を他と積極的に意見交
換し、積極的に会話をしようとする姿勢を
もたせる。

・指導事項
  仮定法
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○ ○

9

定期考査

定期考査

３

学

期

Lesson16-17
【知識及び技能】
比較の表現を理解し、物事の同位・比較を
適切に表現することができる力を習得させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
グラフやデータを見て、情報を適切に得た
り、データの比較をし、結果を考察するな
どの思考・判断力を養わせる。
【学びに向かう力、人間性等】
グラフやデータに苦手意識を持たずに前向
きに読み取ろうとする姿勢を養う。

・指導事項
  比較
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
関係代名詞の役割を理解し、その後に続く節を適
切に構成することができている。また、適切に訳
したり、情報を判断することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
説明を受ける先行詞がどういうものなのかの情報
を適切に理解・判断することができている。ま
た、文脈から適切な関係詞を判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りの人物や事象を関係詞を用いて具体的に
説明しようとしている。

○

【知識及び技能】
ものごとの比較・同位表現を理解し、比較したい
ものやその優劣を適切な文構造で組み立てること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報やデータを読み取り、比較対象とその優劣が
適切に読み取ることができる。またそれに対する
データへの意見等を表現することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
読み取ったデータを数学科的知識や社会科的知識
と絡めて多面的に読解しようとしている。

6

Lesson14-15
【知識及び技能】
分詞と同様に説明を加える文章であるが、
文構造に大きな違いがあることを理解させ
る。また関係詞を適切に使って表現する技
能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
付け加えられた説明から適切に情報を得る
読解力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な人物や物への説明を適切にしようと
する積極性を持たせる。

・指導事項
  関係詞・関係副詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末 ○ ○ ○ ○

6

Lesson12-13
【知識及び技能】
前置修飾や後置修飾を区別し、適切に表現
できる技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
その名詞がどのようなものなのか、付け加
えられた説明から適切に情報を得る読解力
を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
ものごとの説明を具体的かつ適切に表現し
ようとする積極性を持たせる。

・指導事項
  分詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○ ○

6

定期考査

6

Lesson11
【知識及び技能】
動名詞を不定詞の共通項を認識し、かつ動
名詞にしかない文構造を理解させ、適切に
表現する力を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
動名詞を含んだ相手の英語に対して適切に
情報を得ることができる力を身に付けさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に動名詞を使用する姿勢を持たせ
る。

・指導事項
  動名詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
動名詞の名詞節としての働きを理解し、自分のこ
とを適切に表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
他者の表現を適切に見聞きし、情報を理解するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、理屈ではなく、英語会話の
認識で用法を扱おうとしている。

○ ○

【知識及び技能】
不定詞の３用法を理屈ではなく、表現したい内容
に応じて自然とその文構造を使い分けることがで
きている。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞が使われてるその状況から、どのような訳
になるのかを判断できる。また表現したい内容に
応じて不定詞を使い分けることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、理屈ではなく、英語会話の
認識で用法を扱おうとしている。

定期考査

２

学

期

Lesson8-10
【知識及び技能】
不定詞を駆使して３つの表現を学ばせ、身
近なことについて表現する技能を身に付け
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
文中の不定詞は何を伝える表現であるのか
を判断し、適切に訳す力を身に付けさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
苦手意識を持たずに、不定詞が表現する内
容を読み取ろうとする主体性を育む。

・指導事項
  不定詞
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○

１

学

期

Lesson1-3
【知識及び技能】
時制表現に着目して、適切に訳したり、自
分のことを表現したりできる技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
英文を見て時制の区別ができ、また、表現
したいとおりに時制表現を扱うことができ
る判断力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の習慣や過去の習慣を積極的に表現す
る積極性を持たせる。

・指導事項
  現在・過去・未来
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末 ○ ○ ○ ○

○

【知識及び技能】
名詞に具体的な説明を付与する働きであることを
理解し、現在分詞と過去分詞を敵s津に使い分ける
技能を有している。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞構文であると認識し、文脈に沿った接続詞の
ニュアンスを判断することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
分詞を用いて身の回りのことを積極的に表現しよ
うとしている。

定期考査

○

【知識及び技能】
過去の出来事と過去から現在までの継続・経験・
完了を区別出来て、適切に英語表現できている。
【思考力、判断力、表現力等】
他者の英語を見聞きして、情報を適切に把握する
ことができており、適切な返事までできている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に会話や筆記の作業をすすめ、情報交換し
ようとしている。

○

○ ○ ○ 6

Lesson7
【知識及び技能】
受動態における主語の立場の逆転を理解
し、様々な視点に立って動作を受ける側の
表現であることを理解させる。また適切な
語順を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
受動態の文を読み、「誰が何をされたの
か」などの情報を適切に読み取る力を養わ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
時間内に様々な受動態を創作する想像力を
持たせる。

・指導事項
  受動態
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○ 6○ ○

【知識及び技能】
動作の発信側から受け手側に変わることを理解
し、さまざまなものの視点からの票田であること
を理解できる。そして様々な視点から受動態の文
を作ることができている。
【思考力、判断力、表現力等】
英文から動作の発信者、受け手をしっかり理解す
ることができている。また群動詞を用いた受動態
の文構造について適切に表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
想像力を働かせて様々な受動態の英文を表現でき
ている。

○ ○ ○

Lesson5-6
【知識及び技能】
助動詞の種類について学び、表現内容ごと
に助動詞を使い分ける技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
助動詞を見てどのような訳になるのかを瞬
時に判断できる力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
助動詞の種類を駆使して自己表現しようと
する積極性を持たせる。

・指導事項
  助動詞
　自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
助動詞各種の訳を理解し、表現したい内容に合わ
せて使い分けることができている。助動詞の組み
合わせや、文構造の規則をしっかり把握して表現
できている。
【思考力、判断力、表現力等】
英文とその文脈から正しい訳を判断して、適切に
情報を得ることができている。助動詞を多用し
て、その文に具体性を持たせて表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な助動詞を使って表現しようと挑戦すること
ができている。

○ ○ ○ 6

Lesson4
【知識及び技能】
過去時制と現在完了の違いを理解し、これ
までの経験・継続・完了を適切に区別する
力を養い、また、自分のことを適切に表現
できる技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
過去の出来事なのか、現在を巻き込んだ継
続の時制なのかを判断する力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでの経験・継続。完了を積極的に表
現する姿勢を持たせる。

・指導事項
  現在完了
  自己表現
　topic talk
・教材
  教科書Harmony
  準拠ワークブック
  一人１台端末

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
時制表現に着目して適切に訳ができる。
時制表現を伴って、自分の習慣や過去の習慣、今
後の予定などを伝えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
他者の英語を見聞きして、情報を適切に把握する
ことができており、適切な返事までできている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に会話や筆記の作業をすすめようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

思 態

配

当

時

数

発展的な内容の広告・評論文・データ情報や物語などを読んで適切な情報を読み取り、整理・要約する
ことができる。またそれに対して自分の意見を表現することができる。

多様な文化の在り方を理解して多様性を受け入れ、相手の伝えようとする姿勢に真摯に向き合い、対
話・意見論述等に積極的に参加することができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

論理表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

発展的な英文を読んでSVOCの文構造を分析す
ることができ、またその文中にて扱われてい
る文法を理解することができる。様々な状況
下において、適した英文法を使い分け、具体
的かつ適切に英語表現することができる。

発展的な英文を読んで５W１Hの把握、時制や
場所・時間帯などの状況を適切に判断するこ
とができる。また、求められた情報を適切に
読み取ることができ、さらに自分の意見を適
切な文法で表現できる。

発展的な文法構造やその理屈を知ることに
よって英語における自己表現がさらに深化す
ることを実感できる。失敗を恐れることな
く、積極的に英語表現しようとする姿勢を培
う。

外国語 論理表現Ⅱ
外国語 論理表現Ⅱ 2

いいずな書店　Harmony English Logic and ExpressionⅡ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
発展的な新出単語や熟語を、使用される状況下に応じた適切な訳で読み取り、またそれを用いて表現で
きる。様々な国の人の発話やスペルが混在する本文を適切に聞き取ったり、読み取ったりすることがで
きる。

（Aクラス：大橋） （Bクラス：安野）



年間授業計画　

高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

○ 17

定期考査
〇 〇 1

合計

○

３

学

期

・バイオテクノロジーに興味関心を持
つ。

・植物バイオテクノロジーについて科
学的に捉え、主体的に学ぶ意欲と態度
を身につける。

・植物バイオテクノロジーとそれらの
生育環境を多面的・科学的に考察し、
諸課題を整理し、解決に向けた具体的
な取組を考え、発表により表現でき
る。

・無菌操作の特性や生育環境・管理に
関する基礎的な知識を身につけるとと
もに、技術の仕組みを理解する。

２学期の復習
カーネーションの茎頂培養
任意の茎頂培養
自分で選んだ植物の培養
遺伝子組み換え

【知識及び技能】
　植物バイオテクノロジーについて体系的・系
統的に理解するとともに，関連する知識・技術
を身に付いた

【思考力、判断力、表現力等】
　植物バイオテクノロジーに関する課題を発見
し，農業や農業関連産業に携わる者として合理
的かつ創造的に解決できる
 
【学びに向かう力、人間性等】
　植物バイオテクノロジーについて基礎的な知
識と技術を実際に活用できるよう自ら学び，農
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働に取り組
める

○

○ ○ 1

1

２

学

期

・バイオテクノロジーに興味関心を持つ。

・植物バイオテクノロジーについて科学的に
捉え、主体的に学ぶ意欲と態度を身につけ
る。

・植物バイオテクノロジーとそれらの生育環
境を多面的・科学的に考察し、諸課題を整理
し、解決に向けた具体的な取組を考え、発表
により表現できる。

・無菌操作の特性や生育環境・管理に関する
基礎的な知識を身につけるとともに、技術の
仕組みを理解する。

任意の細胞片培養実験
組織培養とは分化全能性
分化と脱分化
植物ホルモンについて
ペーパーシュレッド培地について
キクの花弁培養の目的について
バーミキュライト順化
ニンジンの肥大根培養
コルクボーラーの使用方法
ウイルスフリー苗

【知識及び技能】
　植物バイオテクノロジーについて体系的・系
統的に理解するとともに，関連する知識・技術
を身に付いた

【思考力、判断力、表現力等】
　植物バイオテクノロジーに関する課題を発見
し，農業や農業関連産業に携わる者として合理
的かつ創造的に解決できる
 
【学びに向かう力、人間性等】
　植物バイオテクノロジーについて基礎的な知
識と技術を実際に活用できるよう自ら学び，農
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働に取り組
める

〇 〇 〇 25

定期考査

定期考査
○ ○

態
配当
時数

・バイオテクノロジーに興味関心を持
つ。

・植物バイオテクノロジーについて科
学的に捉え、主体的に学ぶ意欲と態度
を身につける。

・植物バイオテクノロジーとそれらの
生育環境を多面的・科学的に考察し、
諸課題を整理し、解決に向けた具体的
な取組を考え、発表により表現でき
る。

・無菌操作の特性や生育環境・管理に
関する基礎的な知識を身につけるとと
もに、技術の仕組みを理解する。

施設案内、身の回りの菌培養
植物バイオテクノロジーについて
器具の名称、取り扱い　殺菌・滅菌
無菌操作「無菌播種」
コンタミネーションについて
培地について

【知識及び技能】
　植物バイオテクノロジーについて体系的・系
統的に理解するとともに，関連する知識・技術
を身に付いた

【思考力、判断力、表現力等】
　植物バイオテクノロジーに関する課題を発見
し，農業や農業関連産業に携わる者として合理
的かつ創造的に解決できる
 
【学びに向かう力、人間性等】
　植物バイオテクノロジーについて基礎的な知
識と技術を実際に活用できるよう自ら学び，農
業の振興や社会貢献に主体的かつ協働に取り組
める

○ ○ ○ 25

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

植物バイオテクノロジー

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

植物バイオテクノロジーについて体系的・系統的
に理解するとともに，関連する知識・技術を身に
付けるようにする。

植物バイオテクノロジーに関する課題を発見
し，農業や農業関連産業に携わる者として合理
的かつ創造的に解決する力を養う。
 
 

植物バイオテクノロジーについて基礎的な知識
と技術を実際に活用できるよう自ら学び，農業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組
む態度を養う。
 
 

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

土屋

実教出版「草花」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

農業 植物バイオテクノロジー

農業 植物バイオテクノロジー 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 

○ 18

合計

70

○３

学

期

・地域資源活用の意義と役割について
理解するとともに，関連する技術を身
に付けさせる。

・地域資源活用の意義と役割に関する
課題を発見、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決する力を身に付けさせ
る。

・地域資源活用の意義と役割について
自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
むことができる。

⑷地域資源の価値と活用
ア　観光への活用
イ　商品開発への活用

【知識・技能】
地域資源活用の意義と役割について理解する
とともに，関連する技術を身に付けようとし
ている。

【思考・判断・表現】
地域資源活用の意義と役割に関する課題を発
見、科学的な根拠に基づいて創造的に解決し
ようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域資源活用の意義と役割について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○

○ 24

定期考査
○ ○ 2

○
２

学

期

・地域資源活用の意義と役割について
理解するとともに，関連する技術を身
に付けさせる。

・地域資源活用の意義と役割に関する
課題を発見、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決する力を身に付けさせ
る。

・地域資源活用の意義と役割について
自ら学び，主体的かつ協働的に取り組
むことができる。

⑶地域資源活用の意義と役割
ア　地域資源の魅力と価値
イ　地域振興に向けた施策と取組
ウ　異業種連携と商品価値の創造

【知識・技能】
地域資源活用の意義と役割について理解する
とともに，関連する技術を身に付けようとし
ている。

【思考・判断・表現】
地域資源活用の意義と役割に関する課題を発
見、科学的な根拠に基づいて創造的に解決し
ようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域資源活用の意義と役割について自ら学
び，主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○

・農山村社会の変化と地域振興につい
て理解するとともに，関連する技術を
身に付けさせる。

・農山村社会の変化と地域振興に関す
る課題を発見し，科学的な根拠に基づ
いて創造的に解決する力を身に付けさ
せる。

・農山村社会の変化と地域振興につい
て自ら学び，主体的かつ協働的に取り
組むことができる。

⑵農山村社会の変化と地域振興
ア農山村社会の現状と変化
イ地域活性化に向けた施策・取組

【知識・技能】
農山村社会の変化と地域振興について理解す
るとともに，関連する技術を身に付けようと
している。

【思考・判断・表現】
農山村社会の変化と地域振興に関する課題を
発見し，科学的な根拠に基づいて創造的に解
決しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
農山村社会の変化と地域振興について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

・地域資源活用に関するプロジェクト
学習について理解するとともに、関連
する技術を身に付けさせる。

・地域資源活用に関するプロジェクト
学習に関する課題を発見し、科学的な
根拠に基づいて創造的に解決する力を
身に付けさせる。

・地域資源活用に関するプロジェクト
学習について自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組むことが出来る。

⑴「地域資源とプロジェクト学
習」
ア：地域資源活用に関するプロ
ジェクト学習の意義
イ：プロジェクト学習の進め方

【知識・技能】
地域資源活用に関するプロジェクト学習につ
いて理解するとともに、関連する技術を身に
付けようとしている。

【思考・判断・表現】
地域資源活用に関するプロジェクト学習に関
する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域資源活用に関するプロジェクト学習につ
いて自ら学び、主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

地域資源活用

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地域資源の活用について体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身に付けるようにする。

地域資源の活用に関する課題を発見し、農業や
農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造
的に解決する力を養う。

地域資源の活用について新たな価値の創造に寄与
できるよう自ら学び、農業の振興や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
 
 

地域資源の活用について新たな価値の創造に寄与できるよう自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

佐藤

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 地域資源の活用について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

地域資源の活用に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

農業 地域資源活用
農業 地域資源活用 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 

70

○ 16

定期考査・まとめ

○ ○

2

合計

○

３

学

期

・畜産経営を持続・発展させるために
畜産経営の収益構造を理解するととも
に、市場における価格形成を把握す
る。
・畜産経営における技術成績と収益の
関連性を理解し、経営改善のあり方を
理解する。

第5章　畜産経営の改善
1.畜産経営の基礎
2.畜産経営の改善

第6章　畜産経営の実践
1.実践事例の研究

年間学習のまとめ

【知識・技能】
・畜産経営を持続・発展させるために畜産経
営の収益構造を理解している。市場における
価格形成について理解している。
・畜産経営における技術成績と収益の関連性
及び経営改善のあり方を理解している。

【思考・判断・表現】
・畜産経営における技術成績と収益の関連性
及び経営改善のあり方を踏まえた経営改善計
画の方向性を明らかにすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業態度及び実習態度
・学んだ知識や技能を畜産経営の技術改善に
つなげようとしている。

○

○ ○ 2

2

２

学

期

・各家畜の形態や習性の特性を理解
し、生理・生態の特徴を把握する。
・各家畜にあわせた合理的な飼育管理
や飼育環境を理解する。
・各家畜の飼養管理と生産性、生産物
の品質向上についての理解をする。

第4章　家畜の飼育
1.養鶏
2.養豚
3.酪農
4.肉用牛
5.特用家畜

【知識・技能】
・各家畜の形態や習性の特徴等について理解
するとともに生理・生態にあわせた飼養管理
について理解している。

【思考・判断・表現】
・各家畜の適切な家畜の生理・生態と飼育環
境について理解し、飼育環境の改善を行うこ
とができる。
・家畜の生産性や生産物の品質向上の方策に
ついて理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業態度及び実習態度
・学んだ知識や技能を畜産経営の技術改善に
つなげようとしている。

○ ○ ○ 24

定期考査

定期考査
○ ○

態 配当
時数

１

学

期

・日本の畜産について、その特徴を理
解するとともに、畜産のもつさまざま
な役割について理解する。
・家畜の生理・生態と飼育環境につい
て理解するとともに、家畜排せつ物の
有効活用に図ることの重要性等を理解
する。
・家畜に対する適正な飼料給与等につ
いて理解するとともに、未利用資源の
活用や自給飼料生産の重要性等につい
て理解する。

第1章　日本の畜産の特徴と役割
1.日本の畜産の特徴
2.日本における畜産物の需給と動
向
3.畜産の役割
4.科学の発展と畜産への活用

第2章　家畜の生理・生態と飼育環
境
1.家畜の生理・生態
2.飼育環境の調節
3.家畜排せつ物の処理と利用

第3章　家畜と飼料
1.家畜の栄養と栄養素
2.家畜の消化器官と消化・吸収
3.飼料の特性と給与
4.飼料作物の特徴と草地の管理

【知識・技能】
・日本の畜産の特徴について理解するととも
に畜産のもつ重要な役割について及び今後の
我が国の畜産のあり方等を理解している。
・適切な家畜の生理・生態と飼育環境及び飼
育環境の改善について理解している。
・家畜に必要な栄養と栄養素を理解するとと
もに適切な給与法について理解している。

【思考・判断・表現】
・現状を踏まえた畜産の重要な役割や今後の
我が国の畜産のあり方について表現すること
ができる。
・適切な家畜の生理・生態と飼育環境につい
て理解し、飼育環境の改善を行うことができ
る。
・家畜に必要な栄養と栄養素を理解するとと
もに適切な給与ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業態度及び実習態度
・学んだ知識や技能を畜産経営の技術改善に
つなげようとしている。

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

畜産

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

家畜の特性や飼育環境、産業動物としての役割に
ついての知識を身に付けるとともに、各家畜に適
した飼育管理技術を理解する。また、家畜および
畜産物の利用方法を身に付ける。

家畜の発達と生理・生態の特徴と飼育環境お
よび飼育技術の関わりを多面的に考察、飼育
に及ぼす影響等を適切に判断する。また、今
後の畜産の発展と地球環境とのかかわり等に
ついて判断する能力を身に付ける。

家畜の飼育技術の仕組みや家畜生産の役割など
家畜の飼育と経営に興味・関心をもち、家畜と
飼育環境の相互関係から飼育技術を総合的・体
系的に理解する意欲と態度を身に付ける。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

（梅田）

実教出版「畜産」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに関連する技術を身に付けようとする。

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえて合理的かつ創造的に解決する力を養う。

農業 畜産
農業 畜産 2



年間授業計画　

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

16

定期考査
〇 〇 2

合計

３

学

期

・草花に興味関心を持つ。

・草花の特性や管理、及び生育に影響
を及ぼす環境要因について科学的に捉
え、主体的に学ぶ意欲と態度を身につ
ける。

・草花栽培とそれらの生育環境を多面
的・科学的に考察し、諸課題を整理
し、解決に向けた具体的な取組を考
え、発表により表現できる。

・草花の特性や生育環境・管理に関す
る基礎的な知識を身につけるととも
に、技術の仕組みを理解する。

「草花栽培の応用とまとめ」
　・作物の育種
　・園芸装飾
　・草花園芸の動向
　・草花園芸の流通と課題
　・園芸装飾
　・交流授業

【知識及び技能】
　草花の特性や生育環境・管理に関する基礎的
なことを理解するとともに，関連する技術を身
についた。

【思考力、判断力、表現力等】
　草花栽培とそれらの生育環境を多面的・科学
的に考察し，想定される管理上の諸課題につい
て整理し，解決に向け，創造的に解決できた。

【学びに向かう力、人間性等】
　草花に興味・関心を示し，その特性や管理，
および生育に影響を及ぼす環境要因について自
ら学び，主体的かつ協働的に取組めた。

〇 24

定期考査
○ ○ 2

〇２

学

期

・草花に興味関心を持つ。

・草花の特性や管理、及び生育に
影響を及ぼす環境要因について科
学的に捉え、主体的に学ぶ意欲と
態度を身につける。

・草花栽培とそれらの生育環境を
多面的・科学的に考察し、諸課題
を整理し、解決に向けた具体的な
取組を考え、発表により表現でき
る。

・草花の特性や生育環境・管理に
関する基礎的な知識を身につける
とともに、技術の仕組みを理解す
る。

「草花栽培の基礎と活用」
　・花壇つくり
　・植物ホルモンについて
　・冬の鉢花について
　・学校祭の販売準備
　・草花の装飾

【知識及び技能】
　草花の特性や生育環境・管理に関する基礎的
なことを理解するとともに，関連する技術を身
についた。

【思考力、判断力、表現力等】
　草花栽培とそれらの生育環境を多面的・科学
的に考察し，想定される管理上の諸課題につい
て整理し，解決に向け，創造的に解決できた。

【学びに向かう力、人間性等】
　草花に興味・関心を示し，その特性や管理，
および生育に影響を及ぼす環境要因について自
ら学び，主体的かつ協働的に取組めた。

〇

23

定期考査
○ ○ 2

・草花に興味関心を持つ。

・草花の特性や管理、及び生育に
影響を及ぼす環境要因について科
学的に捉え、主体的に学ぶ意欲と
態度を身につける。

・草花栽培とそれらの生育環境を
多面的・科学的に考察し、諸課題
を整理し、解決に向けた具体的な
取組を考え、発表により表現でき
る。

・草花の特性や生育環境・管理に
関する基礎的な知識を身につける
とともに、技術の仕組みを理解す
る。

「草花栽培の基礎と応用」
　・花壇つくり
　・苗販売会の準備
　・草花園芸の特徴
　・シクラメンについて①特徴
　・夏の草花について
　・アジサイについて
　・鉢物栽培について
　・観葉植物について

【知識及び技能】
　草花の特性や生育環境・管理に関する基礎的
なことを理解するとともに，関連する技術を身
についた。

【思考力、判断力、表現力等】
　草花栽培とそれらの生育環境を多面的・科学
的に考察し，想定される管理上の諸課題につい
て整理し，解決に向け，創造的に解決できた。

【学びに向かう力、人間性等】
　草花に興味・関心を示し，その特性や管理，
および生育に影響を及ぼす環境要因について自
ら学び，主体的かつ協働的に取組めた。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

　オリエンテーション 〇 〇 〇 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

草花

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

草場分野について体系的・系統的に理解するとと
もに，関連する知識・技術を身に付けるようにす
る。

草花分野に関する課題を発見し，農業や農業関
連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解
決する力を養う。
 
 

草花分野について基礎的な知識と技術を実際に
活用できるよう自ら学び，農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
 
 

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

佐藤

実教出版「草花」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

農業 草花
農業 草花 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 

○

70

○ 16

○ ○

2

合計

３

学

期

・野菜の栽培環境と生育調整につい
て、専門的な知識と技術を習得させ
る。

・野菜の栽培環境と生育調整に関する
課題に興味をもち、解決するための力
を身に付けさせる。

・主体的・協働的に学習活動に取り組
み自分の意見を持とうとする態度を養
う。

「野菜の栽培環境と生育調整」
　・『野菜の生育特性と栽培環境
の調節技術』
　・『野菜の育苗』
　・根菜類の栽培

【知識及び技能】
野菜の栽培環境と生育調整について、専門的
な知識と技術を理解・習得し活用しようとし
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
野菜の栽培と生育環境に関する課題に興味を
もち、解決しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に学習活動に取り組み自分の
意見を持とうとしている。

○

定期考査

○ ○ 24

定期考査

○ ○

○ ○ 2

２

学

期

・秋冬野菜の栽培について、専門的な
知識と技術を習得させる。

・秋冬野菜の栽培に関する課題に興味
をもち、解決するための力を身に付け
させる。

・主体的・協働的に学習活動に取り組
み自分の意見を持とうとする態度を養
う。

「秋冬野菜の栽培」
　・葉菜類の栽培
　・根菜類の栽培
　・『野菜の流通と経営改善』

【知識及び技能】
秋冬野菜の栽培について、専門的な知識と技
術を理解・習得し活用しようとしている。

【思考力、判断力、表現力等】
秋冬野菜の栽培に関する課題に興味をもち、
解決しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に学習活動に取り組み自分の
意見を持とうとしている。

○

○ ○ 24

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

１

学

期

・夏野菜の栽培について、専門的な知
識と技術を習得させる。

・夏野菜の栽培に関する課題に興味を
もち、解決するための力を身に付けさ
せる。

・主体的・協働的に学習活動に取り組
み自分の意見を持とうとする態度を養
う。

「夏野菜の栽培」
・果菜類の栽培
・根菜類の栽培
・『野菜生産の役割と動向』

　

【知識及び技能】
夏野菜の栽培について、専門的な知識と技術
を理解・習得し活用しようとしている。

【思考力、判断力、表現力等】
夏野菜の栽培に関する課題に興味をもち、解
決しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に学習活動に取り組み自分の
意見を持とうとしている。

○

学習を通して野菜栽培の基本的な事柄について正
しく理解し、知識を身につける。また目的に即し
た技能を習得する。

栽培や学習した事柄を総合的に考え、学んだ
ことを元にして、分析したり、論理的、科学
的に考え的確に表現する力を身に付ける。
 
 

学習内容に対して興味・関心を持ち理解しよう
とすると共に問題点を提起し探究しようとする
など、学習に意欲的に取り組む力を養う。
 
 

実教出版「野菜」　※新教育課程のものがまだ発行されていないので旧課程のものを使用

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

野菜

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

野菜
農業 野菜 2

農業

（木村）



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 

70

○ 17

定期考査

○ ○

1

合計

○

３

学

期

・さまざまなアプリケーションソフト
ウェアの演習を通して，実際の情報処
理の過程を理解するとともに，自分で
活用できるように基本的な技術を身に
付ける。また，問題解決の過程やアイ
ディアや気づきを引き出す思考技術を
理解する。

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン
　5 画像・図形処理ソフトウェア
の利用
　6 プレゼンテーション

【知識・技能】
農業各分野で情報を処理・活用するためのソ
フトウェア，OSの役割とはたらき，ハード
ウェアとソフトウェアの相互関係を理解し，
情報の収集・分析・統合・加工・発信につい
て適切に選択し活用している。

【思考・判断・表現】
農業各分野で情報を処理・活用する諸課題の
解決をめざして思考を深め，基礎的な知識と
技術をもとに合理的に判断し，その過程や結
果を適切に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
農業各分野で情報を処理・活用するためのソ
フトウェア，OSの役割とはたらき，ハード
ウェアとソフトウェアの相互関係に関心をも
ち，情報の収集・分析・統合・加工・発信に
関する課題や活用について探求しようとして
いる。

○

○ ○ 2

2

２

学

期

・さまざまなアプリケーションソフト
ウェアの演習を通して，実際の情報処
理の過程を理解するとともに，自分で
活用できるように基本的な技術を身に
付ける。また，問題解決の過程やアイ
ディアや気づきを引き出す思考技術を
理解する。

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン
　1 情報表現のためのソフトウェ
ア
　2 文書の作成と表現
　3 データの集計と視覚化

【知識・技能】
農業各分野で情報を処理・活用するためのソ
フトウェア，OSの役割とはたらき，ハード
ウェアとソフトウェアの相互関係を理解し，
情報の収集・分析・統合・加工・発信につい
て適切に選択し活用している。

【思考・判断・表現】
農業各分野で情報を処理・活用する諸課題の
解決をめざして思考を深め，基礎的な知識と
技術をもとに合理的に判断し，その過程や結
果を適切に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
農業各分野で情報を処理・活用するためのソ
フトウェア，OSの役割とはたらき，ハード
ウェアとソフトウェアの相互関係に関心をも
ち，情報の収集・分析・統合・加工・発信に
関する課題や活用について探求しようとして
いる。

○ ○ ○ 24

定期考査

定期考査
○ ○

態 配当
時数

１

学

期

・私たちの生活のなかには，情報を活
用したさまざまな技術が生かされてい
る。それらの個々の技術に目を向ける
とともに，農業にどのように活用され
ているか，情報化社会におけるモラル
とセキュリティの重要性，身に付けた
技術をどのように活用するか，などを
理解する。

第1章　私たちの生活と農業の情報
化
　1 情報社会における私たちの生
活
　2 情報とメディア
　3 情報社会とモラル
　4 農業を支える情報

第2章　社会を支えるコンピュータ
　1 コンピュータのしくみ
　2 データや情報の表現

【知識・技能】
情報社会のしくみや農業各分野の情報化，農
業の発展に関する知識を理解し，適切に情報
を収集，選択して活用している。
情報社会における個人の責任とセキュリティ
管理に関する知識を理解し，情報モラルと情
報セキュリティ管理に関する資料や情報を収
集し，適切に選択し活用している。

【思考・判断・表現】
情報社会のしくみや農業各分野の情報化，農
業の発展に関する諸課題の解決をめざして思
考を深め，基礎的な知識と技術を合理的に判
断し，その過程や結果を適切に表現してい
る。
情報モラルと情報セキュリティ管理に関する
諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的
な知識と技術をもとに合理的に判断し，その
過程や結果を適切に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会のしくみや農業各分野の情報化に関
心をもち，農業の情報化や農業の発展に関す
る課題や活用について探求しようとしてい
る。
情報モラルと情報セキュリティ管理に関心を
もち，プライバシーやその他の権利に関する
課題について探求しようとしている。

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

農業と情報

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

学校での学習や実習，産業現場での実習を通し
て，農業に関する情報等をその目的や条件に合わ
せて活用できる知識と技術を体系的・系統的に理
解している。

農業情報の活用について，環境への配慮や法
令遵守などの職業人に求められる倫理観を
もって思考を深め，科学的な根拠などに基づ
いて創造的に判断し，その過程や結果を適切
に表現している。
 

農業情報を活用した事例をもとに，環境保全や
農林業の持続的発展に果たす意義や役割に関心
をもちながら，農業の振興や社会貢献に主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

農業に関する情報について主体的に調査・分析・活用ができるよう自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う。

（木村）

実教出版「農業と情報」

農業

【 知　識　及　び　技　能 】 農業に関する情報について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

農業情報の活用に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決する力
を養う。

農業 農業と情報
農業 農業と情報 2



年間授業計画　

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 （農林科生は時間外1単位もあり）

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

2

合計

70

4

B 草花分野
【知識及び技能】
草花栽培の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
花き生産の現状と課題を認識させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　
　草花の装飾
　草花栽培のまとめ

〇 〇 〇 6

6

３

学

期

A 地域資源分野
【知識及び技能】
地域資源の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
地域資源の現状と課題を認識させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　
　国際ツバキ大会の準備
　年間のまとめ

〇 〇 〇

C 畜産分野
【知識及び技能】
家畜飼育の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
畜産業の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　
　家畜の飼育管理実習
　生産加工実習
　衛生管理実習
　畜産経営の改善実習

〇 〇 〇

定期考査
　　（筆記および実物鑑定） 〇 〇

○ ○ 2

C 畜産分野
【知識及び技能】
家畜飼育の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
畜産業の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　
　家畜の飼育管理実習
　生産加工実習
　衛生管理実習
　畜産経営の改善実習

〇 〇 〇 8

２

学

期

A 地域資源分野
【知識及び技能】
地域資源の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
地域資源の現状と課題を認識させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　
　椿の生育と栽培管理について
　ツバキの実収穫、活用

〇 〇 〇

8

C 畜産分野
【知識及び技能】
家畜飼育の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
畜産業の現状と課題を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　
　家畜の飼育管理実習
　生産加工実習
　衛生管理実習
　畜産経営の改善実習

○ ○ ○ 8

１

学

期

8

B 草花分野
【知識及び技能】
草花栽培の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
花き生産の現状と課題を認識させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　
　秋まきの草花栽培
　草花の利用
　学校祭に向けての準備
　球根植物

〇 〇 〇 8

○ ○

○

B 草花分野
【知識及び技能】
草花栽培の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
花き生産の現状と課題を認識させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　草花栽培の基礎
　宿根草の栽培
　観葉植物の栽培
　草花の利用

○ ○ ○

態
配当
時数

　オリエンテーション 　農場案内、安全管理等説明

【知識・技能】
十分に農業の専門的な知識と
器具・機器の使用方法などの
技術を十分に理解して活用
し、新たな知識と技術の習得
を目指して学習に取り組んで
いる。

【思考・判断・表現】
十分に農業に関する課題に興
味をもち、積極的に解決しよ
うとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
中心となって主体的・協働的
に学習に取り組み、科学的根
拠に基づく自分の意見を持と
うとしている。

〇 〇 〇

8

A 地域資源分野
【知識及び技能】
地域資源の基礎的な知識と技術を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
地域資源の現状と課題を認識させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地域農業の現状と課題に興味を抱か
せる。

　緑化木の種類
　苗木の生育と栽培管理
　農業機械の操作

定期考査
　　（筆記および実物鑑定）

○ ○

2

定期考査
　　（筆記および実物鑑定）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

なし

農業

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

総合実習

農業の各分野について体系的・系統的に理解す
るとともに，関連する技術を身に付けるように
する。

農業の各分野に関する課題を発見し，農業や農
業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的
に解決する力を養う。
 
 

農業の各分野について基礎的な知識と技術を実
際に活用できるよう自ら学び，農業の振興や社
会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。
 
 

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

木村 土屋 梅田

農業 総合実習
農業 総合実習 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

2

70

定期考査 ・実技試験 〇 〇

・和服の着装 【知識・技能】
着つけに必要な手順を理解している。
【思考・判断・表現】
着装のマナーや和服の種類と用途を学び，和服
の美しい着装ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な和服の着つけに意欲的に取り込み，和服
の着装機会に生かそうとしている。

○ ○ ○ 6

2

３

学

期

・和服の構成と製作に関する知識・
技術を習得し，甚平を製作をする。
・和服の製作を通して平面構成衣服
についての理解を深め，基本的な知
識・技術を習得する。

・和服の製作
（甚平の製作）

【知識・技能】
和服の構成と動作への適応について理解する。
平面構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
和服の構成に応じた技法を習得し、それを作品
に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

・ゆかたのような簡単に気つけので
きる和服を通して着装の手順を学
ぶ。
・和服の礼装と略礼装について理解
する。

定期考査 ・実技試験
○ ○

○ 8

・和服の構成と製作に関する知識・
技術を習得し，甚平を製作をする。
・和服の製作を通して平面構成衣服
についての理解を深め，基本的な知
識・技術を習得する。

・和服の製作
（甚平の製作）

【知識・技能】
和服の構成と動作への適応について理解する。
平面構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
和服の構成に応じた技法を習得し、それを作品
に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 16

○

２

学

期

・上半身を覆う衣服の構成と動作へ
の適応について理解する。立体構成
衣服の製作技術を習得する。
・基礎的な縫製技術を用い、個人の
創意・工夫を表現することができ
る。

・洋服の製作
（男女兼用カジュアルシャツの製
作）

【知識・技能】
衣服の構成と動作への適応について理解する。
立体構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
刺繍技術やミシンを用いて作品に対し創意・工
夫を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○

6

定期考査 ・筆記試験
・実技試験 ○ ○ 2

・手縫いやミシンの技術を向上させ
る。
・製作物の構成を理解し、指示通り
の製作を行うことができる。

・被服製作技術検定３級 【知識・技能】
ミシンの技術が検定基準以上である。
【主体的に学習に取り組む態度】
検定合格に向けて意欲的に取り組んでいる。

○ ○

態
配当
時数

１

学

期

・下半身を覆う衣服の構成と動作へ
の適応について理解する。立体構成
衣服の製作技術を習得する。
・基礎的な縫製技術を用い、個人の
創意・工夫を表現することができ
る。

・洋服の製作
（ハーフパンツの製作）

【知識・技能】
衣服の構成と動作への適応について理解する。
立体構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
刺繍技術やミシンを用いて作品に対し創意・工
夫を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

ファッション造形

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

衣服の構成、衣服材料の種類や特徴など衣服製作
に関する知識と技術を習得する。

・衣服のデザインや材料の選択に関し、個人の
創意・工夫を表現することができる。また製作
過程や作品の着用において、必要に応じて個人
の創意・工夫をいかし表現することができる

・衣生活の充実を目指して自ら学び，ファッ
ションの造形に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う

さまざまな人々と協働し、よりより社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主体
的に創造しようとするする実践的な態度を養う。

（　1組：大村　　）

ファッション造形基礎／実教出版

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらにかかる技
能を身に着けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価･改善し、考察したことを
根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

家庭 ファッション造形

家庭 ファッション造形 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

1

〇 8

イ　食生活のグローバル化

〇 〇 〇 5

合計

70

○ 4

3

学

期

（３）世界の食文化
世界の主な食文化圏とその料理の特徴
を理解し，歴史と食文化圏との関わ
り，グローバル化の進展に伴う料理や
食生活の変化などに関心をもつことが
できる。

ア　世界の料理の特徴と文化
（中国料理）

【知識・技能】
世界の食文化について、主な食文化圏とそ
の料理の特徴や食のグローバル化による食
生活の変容について理解し、関連する技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
歴史と食文化圏のかかわりやグローバル化
の進展に伴う料理や食文化の変化について
課題を発見し、その解決に向けて考察し、
工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の食文化について自ら学び、食文化の
伝承と創造に主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

〇 〇

（５）食文化と食育
食文化の伝承と創造を担う職業人とし
て，食育の推進の重要性を認識し，食
文化の伝承と創造に主体的かつ協働的
に取り組むことができる。

食文化と食育 【知識・技能】
食文化の発展のために食育が果たす役割について理解し、関連する
情報を収集・整理する力を身に付けている。
【思考・判断・表現】
食文化の発展に関する課題を発見し、その解決に向けてどのような
食育を推進する活動が実践できるかを考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
食文化の面から食育の推進のための活動について自ら学び、食文化
の伝承と創造に主体的かつ協働的に取り組んでいる。 ○ ○

定期考査

〇 〇

1

定期考査
○ ○ ○ 1

（４）食文化の伝承と創造
食文化の伝承と創造を担う職業人として，家庭や社
会の人々の健康の保持増進と健全な食生活の実現を
図るために，伝統を踏まえた
上で，時代に即応した食文化を受け入れると同時
に，さらに新たな食文化を創造し，次世代に伝えて
いく力を身に付ける。

食文化の伝承と創造 【知識・技能】
食文化の伝承の重要性を踏まえ、新たな食文化を創造することの意義につ
いて理解し、関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
日本や世界の食文化の伝承に関する課題を発見し、その解決に向けて工夫
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
新たな食文化の創造について自ら学び、食文化の伝承と創造に主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。

○ 8

イ　日常食、行事食、郷土料理

○ ○ ○ 8

（２）日本の食文化
伝統的な料理様式を取り上げ，時代背
景とともにその特徴や食卓作法につい
て理解できる。

ウ　料理様式の発展

○ ○ ○

○ 5

1

（２）日本の食文化
日本の食生活の変遷について，各時代
の特徴を概観するとともに，食習慣や
食生活の在り方に関心をもつことがで
きる。

ア　食生活の変遷 【知識・技能】
日本の食文化について、その変遷や料理様
式などを理解し、関連する技術を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
日本の食文化について課題を発見し、その
解決に向けて考察し、工夫して表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の食文化について自ら学び、食文化の
伝承と創造に主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○ 6

（２）日本の食文化
日本の食文化として，日常食，行事
食，郷土料理について，具体的な料理
や食事の内容を取り上げ，先人の知恵
や食のもつ文化的，歴史的な側面を考
えることができる。

定期考査
○ ○ ○

2

（３）世界の食文化
世界の主な食文化圏とその料理の特徴
を理解し，歴史と食文化圏との関わ
り，グローバル化の進展に伴う料理や
食生活の変化などに関心をもつことが
できる。

ア　世界の料理の特徴と文化
（西洋料理）

【知識・技能】
世界の食文化について、主な食文化圏とその料理の特徴や食のグローバル
化による食生活の変容について理解し、関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
歴史と食文化圏のかかわりやグローバル化の進展に伴う料理や食文化の変
化について課題を発見し、その解決に向けて考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の食文化について自ら学び、食文化の伝承と創造に主体的かつ協働的
に取り組もうとしている。 ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

（１）食文化の成り立ち
日本及び諸外国の食文化の成り立ちの
要因について，代表的な食文化を取り
上げ，気候や風土，宗教，風俗・習慣
との関わりについて考察するとともに
食文化を取り巻く現状について課題意
識をもつことができる。

日本や諸外国の食文化の成り立ち 【知識・技能】
日本や諸外国の食文化について、成り立ち
の要因を理解している。
【思考・判断・表現】
食文化と気候や風土、宗教、風俗、習慣と
の関わりや食文化を取り巻く現状と課題に
ついて課題を発見し、その解決に向けて考
察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
食文化の成り立ちについて自ら学び、食文
化の伝承と創造に主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

食文化と気候や風土、宗教、風
俗、習慣との関わり

○ ○ ○ 16

食文化を取り巻く現状と課題

○ ○

食文化

【 知　識　及　び　技　能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

食文化の成り立ちや日本と世界の食文化などについ
て体系的・系統的に理解するとともに，関連する技
術を身に付けるようにする。

食生活の現状から食文化に関する課題を発見
し，食文化の伝承と創造を担う職業人として合
理的かつ創造的に解決する力を養う。

食文化の面から食生活の充実向上を目指して自
ら学び，食文化の伝承と創造に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

なし

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深
め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，それらに係る
技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

 ）様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を
主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

（ 1組：金澤 ） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

家庭 食文化
家庭 食文化 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

○ ○ ○ 19

3

学

期

（３）服飾文化の伝承と創造
豊かな衣生活の実現を目指して自ら学
び、服飾文化の伝承と創造に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。
服飾文化に関連する技術を身につけ
る。

新しい服飾文化の創造 【知識・技能】
生活を豊かにする衣生活について体系的・系統
的に理解している。新しい服飾文化を想像する
技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
服飾文化の現状から課題を発見し、その解決に
向けて考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
服飾文化の伝承と創造に主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

○ ○

○ ○

70

○ 17

定期考査

〇 〇 ○

1

○ 2

洋服の着装

○ ○ ○ 2

２

学

期

（２）着装
服飾の着装について体系的・系統的に
理解した上で、着装の技術を身につけ
る。
トータルコーディネートと社会生活上
の着装のマナーについて関心を持ち、
着装を体系的に理解する。

着装の基本 【知識・技能】
日本と世界の服飾の多様性を理解している。
着装の文化的、社会的マナーについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
着装の現状から課題を発見し、その解決に向
けて考察し、工夫している。着装を文化的、
社会的マナーから考え、表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
服飾文化の伝承と創造に主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。

○ ○

和服の着装

○ ○

定期考査
○ 1

○ 2

（３）服飾文化の伝承と創造
豊かな衣生活の実現を目指して自ら学
び、服飾文化の伝承と創造に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。
服飾文化に関連する技術を身につけ
る。

新しい服飾文化の創造 【知識・技能】
生活を豊かにする衣生活について体系的・系統
的に理解している。新しい服飾文化を想像する
技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
服飾文化の現状から課題を発見し、その解決に
向けて考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
服飾文化の伝承と創造に主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

○ 6

10

定期考査
○ ○ ○ 1

（３）服飾文化の伝承と創造
豊かな衣生活の実現を目指して自ら学
び、服飾文化の伝承と創造に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。
服飾文化に関連する技術を身につけ
る。

新しい服飾文化の創造 【知識・技能】
生活を豊かにする衣生活について体系的・系統
的に理解している。新しい服飾文化を想像する
技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
服飾文化の現状から課題を発見し、その解決に
向けて考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
服飾文化の伝承と創造に主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

（１）服飾の変遷と文化
日本及び諸外国の多様な服飾文化の形
態を取り上げ、服飾の起源について、
歴史的背景、気候や風土、文化、宗
教、風俗・習慣との関わりについて考
察するとともに服飾文化を取り巻く現
状について課題意識をもたせる。
服飾文化に関連する技術を身につけ
る。

服飾の多様性 【知識・技能】
日本と世界の服飾の多様性を理解している。
日本の服飾技術と世界の服飾技術を身につけ
ている。
【思考・判断・表現】
服飾文化の現状から課題を発見し、その解決
に向けて考察し、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
多様な服飾について自ら学び、服飾文化の伝
承と創造に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

日本の服飾

○ ○ ○ 4

世界の服飾

○ ○

服飾文化

【 知　識　及　び　技　能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

服飾の変遷と文化、着装などについて体系的・系
統的に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

服飾文化に関する課題を発見し、服飾文化の
伝承と創造を担う職業人として合理的かつ創
造的に解決する力を養う。

豊かな衣生活の実現を目指して自ら学び、服
飾文化の伝承と創造に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

なし

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】 生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

生活産業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、生活の質の向上と社会の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

（ 1組：髙橋 ） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭 服飾文化
家庭 服飾文化 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

○ 7

定期考査
○ ○ ○ 1

○ 6

（５）職業生活と自己実現
職業や職業生活を通して自己実現を図るため
に，適切な職業選択ができることが大切であ
り，生活産業に関わる職業人に求められる資
質・能力を理解した上で，将来の生活産業の
スペシャリストを目指して，将来設計と進路
計画を立てることができるようにする。

イ　社会の変化と職業生活
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
生活産業に関わる職業人に求められる資質・能力，役
割や責任，職業資格などについて理解し，関連する情
報を収集・整理することができる。
【思考・判断・表現】
適切な進路選択と専門性の向上を目指す上での課題を
発見し，その解決に向けて考察し，工夫することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
職業生活と自己実現について自ら学び，生活産業の振
興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 43

学

期

（５）職業生活と自己実現
職業や職業生活を通して自己実現を図るため
に，適切な職業選択ができることが大切であ
り，生活産業に関わる職業人に求められる資
質・能力を理解した上で，将来の生活産業の
スペシャリストを目指して，将来設計と進路
計画を立てることができるようにする。

ア　職業選択と自己実現
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
生活産業に関わる職業人に求められる資質・能力，役
割や責任，職業資格などについて理解し，関連する情
報を収集・整理することができる。
【思考・判断・表現】
適切な進路選択と専門性の向上を目指す上での課題を
発見し，その解決に向けて考察し，工夫することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
職業生活と自己実現について自ら学び，生活産業の振
興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。

○ ○

（５）職業生活と自己実現
職業や職業生活を通して自己実現を図るため
に，適切な職業選択ができることが大切であ
り，生活産業に関わる職業人に求められる資
質・能力を理解した上で，将来の生活産業の
スペシャリストを目指して，将来設計と進路
計画を立てることができるようにする。

ウ　将来設計と進路計画
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
生活産業に関わる職業人に求められる資質・能力，役
割や責任，職業資格などについて理解し，関連する情
報を収集・整理することができる。
【思考・判断・表現】
適切な進路選択と専門性の向上を目指す上での課題を
発見し，その解決に向けて考察し，工夫することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
職業生活と自己実現について自ら学び，生活産業の振
興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。

○ ○

2

（４）生活産業と職業
生活産業への関心を高めるために，家庭に関
する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について，社会人講師の講話や産業
現場等の見学，就業体験活動，
調査などを取り入れて理解するとともに，そ
の成果を考察したり，発表したりすることが
できるようにする。

イ　衣生活関連分野
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
家庭に関する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について理解し，関連する情報を収集・整理
することができる。
【思考・判断・表現】
生活産業に関連する職業に就くための課題を発見し，
その解決に向けて考察し，工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業と職業について自ら学び，生活産業の振興や
社会貢献に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ 〇 ○

2

定期考査

○ ○ ○ 1

（４）生活産業と職業
生活産業への関心を高めるために，家庭に関
する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について，社会人講師の講話や産業
現場等の見学，就業体験活動，
調査などを取り入れて理解するとともに，そ
の成果を考察したり，発表したりすることが
できるようにする。

エ　ヒューマンサービス関連
　　分野
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
家庭に関する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について理解し，関連する情報を収集・整理
することができる。
【思考・判断・表現】
生活産業に関連する職業に就くための課題を発見し，
その解決に向けて考察し，工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業と職業について自ら学び，生活産業の振興や
社会貢献に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

10

1

2

学

期

（３）ライフスタイルの変化に対応した商
品・サービスの提供
生活を支援し，消費者が必要とする商品や
サービスを提供するためには，様々なライフ
スタイルにおける消費者のニーズを的確に捉
えることが必要であることを理解す
るとともに，その上で，生活産業に関わる身
近な商品やサービスを例に取り上げて，市場
調査と分析の方法，新商品やサービスの開発
プロセス，商品やサービスを円滑に流通させ
販売を促進する方法などについて考察し，工
夫できるようにする。

ア　消費者ニーズの把握
イ　商品・サービスの開発及
　　び販売・提供
ウ　関係法規
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
消費者のニーズを的確に捉えることの必要性と，商品
を企画し，提供していく上で必要なマネジメントの手
法，関係法規の概要や趣旨を理解し，関連する技術を
身に付ける。
【思考・判断・表現】
消費者のニーズに対応した商品・サービスを開発し提
供するまでの過程における課題を発見し，その解決に
向けて考察し，工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ライフスタイルの変化に対応した商品・サービスの提
供について自ら学び，生活産業の振興や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 9

（４）生活産業と職業
生活産業への関心を高めるために，家庭に関
する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について，社会人講師の講話や産業
現場等の見学，就業体験活動，
調査などを取り入れて理解するとともに，そ
の成果を考察したり，発表したりすることが
できるようにする。

定期考査
○ ○ ○

2

（４）生活産業と職業
生活産業への関心を高めるために，家庭に関
する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について，社会人講師の講話や産業
現場等の見学，就業体験活動，
調査などを取り入れて理解するとともに，そ
の成果を考察したり，発表したりすることが
できるようにする。

ウ　住生活関連分野
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
家庭に関する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について理解し，関連する情報を収集・整理
することができる。
【思考・判断・表現】
生活産業に関連する職業に就くための課題を発見し，
その解決に向けて考察し，工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業と職業について自ら学び，生活産業の振興や
社会貢献に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

（２）ライフスタイルの変化と生活産業
経済の発展と社会の変化に伴い，勤労形態や
価値観，ライフスタイルが多様化している状
況や人々のニーズに応えて生活産業が発展し
ていることや，また，近年のグ
ローバル化の進展と日本の伝統産業の現状を
見つめ，課題を見付けるとともに今後の展望
について考察できるようにする。

ア　社会の変化とライフスタイ
　　ルの多様化
イ　生活産業の発展と伝統産業
・一人１台端末の活用

【知識・理解】
社会の変化に伴いライフスタイルが多様化し，人々の
ニーズに対応して生活産業が発展していることについ
て理解することができる。
【思考・判断・表現】
生活産業と日本の伝統産業における課題を発見し，そ
の解決に向けて考察し，工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ライフスタイルの変化と生活産業について自ら学び，
生活産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

ア　食生活関連分野
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
家庭に関する学科に関連した産業の種類や特徴，関連
する職業について理解し，関連する情報を収集・整理
することができる。
【思考・判断・表現】
生活産業に関連する職業に就くための課題を発見し，
その解決に向けて考察し，工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業と職業について自ら学び，生活産業の振興や
社会貢献に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

（１）生活産業を学ぶに当たって
職業人として，人々の生活の質の向上や社会
の発展に寄与することの大切さを理解した
り，生活産業が人々の生活を支え，心の豊か
さをもたらしていることを考察したりして，
生活産業への関心を高め，主体的に学ぶこと
ができる。

ア　働くことの社会的な意義や
　　役割
イ　職業人に求められる倫理観
ウ　産業構造の変化と課題
エ　生活産業の意義と役割
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
職業人として働くことの社会的な意義や役割について
理解することができる。
【思考・判断・表現】
産業構造の変化について課題を発見し，生活産業を担
う職業人としてその解決に向けて考察し，工夫するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業への関心を高め，適切な進路選択と専門性の
向上を目指して自ら学び，生活産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

（３）ライフスタイルの変化に対応した商
品・サービスの提供
生活を支援し，消費者が必要とする商品や
サービスを提供するためには，様々なライフ
スタイルにおける消費者のニーズを的確に捉
えることが必要であることを理解す
るとともに，その上で，生活産業に関わる身
近な商品やサービスを例に取り上げて，市場
調査と分析の方法，新商品やサービスの開発
プロセス，商品やサービスを円滑に流通させ
販売を促進する方法などについて考察し，工
夫できるようにする。

ア　消費者ニーズの把握
イ　商品・サービスの開発及
　　び販売・提供
ウ　関係法規
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
消費者のニーズを的確に捉えることの必要性と，商品
を企画し，提供していく上で必要なマネジメントの手
法，関係法規の概要や趣旨を理解し，関連する技術を
身に付ける。
【思考・判断・表現】
消費者のニーズに対応した商品・サービスを開発し提
供するまでの過程における課題を発見し，その解決に
向けて考察し，工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ライフスタイルの変化に対応した商品・サービスの提
供について自ら学び，生活産業の振興や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 9

生活産業基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生活産業や関連する職業について体系的・系統
的に理解するとともに，関連する技術を身に付
ける。

生活産業や関連する職業に関する課題を発見
し，生活産業を担う職業人として合理的かつ
創造的に解決する力を養う。

生活産業や関連する職業への関心を高め，適
切な進路選択と専門性の向上を目指して自ら
学び，生活産業の振興や社会貢献に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

なし

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，家族・
家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるよう
にする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を主体的に創造
しようとする実践的な態度を養う。

（ １組：金澤 ） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭 生活産業基礎

家庭 生活産業基礎 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

定期考査 筆記試験
実技試験

〇 〇

2

合計

70

・料理を提供する上では、食事環
境とサービスが重要であることを
理解させ、サービスの向上を図る
態度を養う。

食事環境とサービス 【知識・技能】料理を提供する上で必要な
知識技能を身につけている。
【思考・判断・表現】料理を提供するTPOに
合わせて、食事環境とサービスについて工
夫できる。
【主体的に学習に取り組む態度】食生活の
充実向上に、意欲的、実践的な態度であ
る。

〇 〇 〇

〇 5

〇 〇 3

・性別、年齢、生活活動などに応
じた適切な献立の作成ができるよ
うにする。

献立作成 【知識・技能】目的や対象に応じた献立が
作成できる。
【思考・判断・表現】健康の維持増進に配
慮し、合理的創造的に工夫できる。
【主体的に学習に取り組む態度】食生活の
充実向上に意欲的、実践的な態度である。 〇 〇 〇 2

2

・大量調理に当たっての留意事項
を理解させる。
・大量調理を円滑に運営する上で
必要な食品管理、調理作業管理に
ついて理解させると共に、自覚と
責任を養う。

大量調理 【知識・技能】大量調理の管理運営や調理
にあたる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】大量調理運営を円滑
に行うため、課題を解決する力を身につけ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】大量調理
担当者としての自覚と責任をもって、意欲
的に大量調理に取組む態度を身につけてい
る。

〇 〇 〇

3

学

期

・調理の目的を理解させる。
・代表的な食品の調理上の性質、
加熱操作、非加熱操作などの調味
操作の方法と特徴を理解させる。

調理の基礎 【知識・技能】食品の特性と調理の基本知
識、調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理を科学的にとら
え、おいしさを諸要因と関連づけて思考し
表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技術
の向上・発展に意欲的である。

〇 〇

・大量調理に当たっての留意事項
を理解させる。
・大量調理を円滑に運営する上で
必要な食品管理、調理作業管理に
ついて理解させると共に、自覚と
責任を養う。

大量調理 【知識・技能】大量調理の管理運営や調理
にあたる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】大量調理運営を円滑
に行うため、課題を解決する力を身につけ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】大量調理
担当者としての自覚と責任をもって、意欲
的に大量調理に取組む態度を身につけてい
る。

〇

〇 5

・日本料理、西洋料理、中国料
理、その他の料理について、代表
的な料理の特徴と献立構成の基本
を理解させる。
・目的や条件に応じた献立作成と
調理ができるようにする。
・様式別の食事提供ができる力を
養う。

様式別の献立と調理 【知識・技能】様式別料理の特徴を理解
し、献立作成と調理の技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】目的や条件に応じて
献立作成を工夫し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】様式別料
理の特徴を理解した上で、食文化を伝承し
創造していくことに意欲的である。

〇 〇

8

2

２

学

期

・調理の目的を理解させる。
・代表的な食品の調理上の性質、
加熱操作、非加熱操作などの調味
操作の方法と特徴を理解させる。

調理の基礎 【知識・技能】食品の特性と調理の基本知
識、調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理を科学的にとら
え、おいしさを諸要因と関連づけて思考し
表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技術
の向上・発展に意欲的である。

〇 〇 〇 8

・日本料理、西洋料理、中国料
理、その他の料理について、代表
的な料理の特徴と献立構成の基本
を理解させる。
・目的や条件に応じた献立作成と
調理ができるようにする。
・様式別の食事提供ができる力を
養う。

定期考査 筆記試験
実技試験 ○ ○

8

定期考査 筆記試験
実技試験 ○ ○

・日本料理、西洋料理、中国料
理、その他の料理について、代表
的な料理の特徴と献立構成の基本
を理解させる。
・目的や条件に応じた献立作成と
調理ができるようにする。
・様式別の食事提供ができる力を
養う。

様式別の献立と調理 【知識・技能】様式別料理の特徴を理解
し、献立作成と調理の技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】目的や条件に応じて
献立作成を工夫し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】様式別料
理の特徴を理解した上で、食文化を伝承し
創造していくことに意欲的である。

○ ○ ○

様式別の献立と調理 【知識・技能】様式別料理の特徴を理解
し、献立作成と調理の技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】目的や条件に応じて
献立作成を工夫し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】様式別料
理の特徴を理解した上で、食文化を伝承し
創造していくことに意欲的である。

〇 〇 〇

態 配当
時数

１

学

期

・調理の目的を理解させる。
・代表的な食品の調理上の性質、
加熱操作、非加熱操作などの調味
操作の方法と特徴を理解させる。

調理の基礎 【知識・技能】食品の特性と調理の基本知
識、調理の技能を身につけている。
【思考・判断・表現】調理を科学的にとら
え、おいしさを諸要因と関連づけて思考し
表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】調理技術
の向上・発展に意欲的である。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

11

・大量調理に当たっての留意事項
を理解させる。
・大量調理を円滑に運営する上で
必要な食品管理、調理作業管理に
ついて理解させると共に、自覚と
責任を養う。

大量調理 【知識・技能】大量調理の管理運営や調理
にあたる技能を身につけている。
【思考・判断・表現】大量調理運営を円滑
に行うため、課題を解決する力を身につけ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】大量調理
担当者としての自覚と責任をもって、意欲
的に大量調理に取組む態度を身につけてい
る。

○ ○ ○ 2

調理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

調理の基礎、献立作成及び様式別調理などにつ
いて体系的・系統的に理解するとともに、関連
する技術を身に付けるようにする。

食生活の現状から調理に関する課題を発見し、
調理を通して食生活の充実向上を担う職業人と
して合理的かつ創造的に解決する力を養う。

調理の面から食生活の充実向上を目指して自ら
学び、創造的な調理に主体的かつ協働的に取り
組む態度を養う。

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

生活産業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ協
働的に取り組む態度を養う。

（1組：金澤） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

家庭 調理
家庭 調理 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 4

○ 9

・筆記試験
○ ○ 1

２

学

期
○ ○

絵本や遊び，歌などの児童文化財
や児童館などの子どもの文化を支
える場が，子どもの健やかな発達
とどのような関わりを持つか，そ
の意義について理解する。

４章　子どもの文化
１節　子どもの文化の意義と支
える場
１　子どもの文化
２　子どもの文化を支える場

子どもの文化の意義を理解し，それらの役
割や今後の課題について考察することがで
きる。

○ 〇

・子どもの遊びと遊具や表現活動
の意義や重要性などを，遊具を作
るなどの活動を通じて理解する。
・遊びにおける保育者からの働き
かけを考え，遊びの援助ができる
ようにする。

４章　子どもの文化
２節　子どもの遊びと表現活動
　１遊びと発達
　２遊びと表現活動

・遊びを通じて子どもが豊かに発達するこ
とについて理解している。
・子どもの発達や特性をふまえた上で，子
どもの遊具等の作成に取り組み，子どもの
遊びや表現活動に関連する技術を身につけ
ている。

〇 〇

定期考査

・基本的生活習慣と社会的生活習
慣の意義と重要性を理解し，子ど
もの発達に即した適切な生活習慣
とその援助について考察する。

３章　子どもの生活
２節　生活習慣の形成
　１子どもの生活習慣
　２基本的生活習慣
　３社会的生活習慣

・子どもが生活習慣を身につけるための援
助の方法について思考を深めている。

○ ○

○ 〇

〇 4

・子どもの健康管理や事故防止に
ついて，健康状態の観察のポイン
トや原因などを理解する。
・子どもの事故防止や安全な環境
整備にはどのような配慮や準備が
必要か理解する。

３章　子どもの生活
３節　健康管理と事故防止
　１子どもの健康管理
　２事故の防止と応急処置

・子どもの健康状態を見るときのポイント
や病気の特徴，予防接種について理解して
いる。
・子どもにおこりやすい事故を予測し，そ
の対策を考えることができる。

〇 4

保育実習（事前指導） 保育実習において安全に配慮し、子どもと
適切にかかわったり観察することができ
る。

○ 〇 〇 3

実際に子供と触れ合う機会や保育
の様子の観察などを通じて、子ど
もの物の見方や感じ方、子供との
適切なかかわり方など、保育への
理解を深める。

・子どもが心身の健康を保つため
の保育の技術を身につける。
・乳幼児期の栄養や食事の特徴を
実習を通して理解する。
・子どもの衣生活について，身体
特徴をふまえ，安全で快適に生活
するために何が必要か選択でき
る。

３章　子どもの生活
１節　子どもの生活と養護
　１ 生活と健康
　２ 栄養と食事
　３ 衣生活

・子どもの生活に関心を持ち，主体的に子
どもの生活を理解しようとしている。
・子どもの食生活や衣生活について子ども
の健康的な生活を支える保育の基礎的な技
術を身につけている。

○ ○ ○ 2

実際に子供と触れ合う機会や保育
の様子の観察などを通じて、子ど
もの物の見方や感じ方、子供との
適切なかかわり方など、保育への
理解を深める。

保育実習（事後指導） 保育実習において安全に配慮し、子どもと
適切にかかわったり観察することができ
る。

〇 2

２章　子どもの発達
特集　月齢，年齢別の発育・発
達

・それぞれの月齢・年齢ごとの身体的・生
理的特徴に関心を持ち，保育に関連づけて
考察することができる。

○ 〇 〇

4

・心の発達の土台として大切な愛
着関係の形成過程について学び，
親子関係の形成と人間関係のひろ
がりについて考える。

２章　子どもの発達
３節　子どもの心の発達
１ 社会・情緒的な発達
２ 知的発達
３ 言葉の発達

・子どもの心の発達の特徴と発達の経過に
ついて理解している。
・人間関係の発達については乳児期の愛着
の発達が重要であり，安全基地を土台とし
て人間関係が広がっていくことを理解して
いる

○ 〇 〇 4

・乳幼児期の身体的特徴と生理的
特徴をとらえ，新生児期～乳幼児
期へと続く人の発達の過程を理解
する。

２章　子どもの発達
２節　子どものからだの発達
１　発育・発達の評価
２　身体的特徴
３　生理的特徴

・誕生から幼児期までの子どもの身体発
育，運動機能，認知機能などそれぞれの発
達の特性について理解している。

○ 〇 〇

○ 4

2

・家庭での保育の現状や，幼児教
育・保育の場（幼稚園や保育所，
認定こども園など）の保育環境の
特徴や役割を理解する。

１章　子どもの保育
３節　保育の環境
　１ 家庭での保育
　２ 幼児教育・保育の場
　３　子どもが育つ環境の変化
と課題

・子どもを取り巻く環境が子どもの発達に
大きな影響を与えることを理解し，発達段
階における発達課題に応じて，接し方・援
助の仕方・適切な保育環境整備について述
べている。 ○ 〇 ○ 2

・保育者にはどのような資質が求
められるか，またそれを身につけ
るにはどのようにしたらよいかな
ど，保育者観についての考察を深
める。

１章　子どもの保育
２節　保育の方法
　１ 保育者の役割とは
　２ 一人ひとりに合わせた指導

発達時期の特性を考慮した保育の工夫が必
要であることを理解している。

○ 〇 ○

2

保育基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保育の意義や方法、子供の発達や生活の特徴及
び子供の福祉と文化などについて体系的・系統
的に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

子供を取り巻く課題を発見し、保育を担う職業
人として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

子供の健やかな発達を目指して自ら学び、保育
に主体的にかつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

・保育の意義と重要性について，
幼稚園教育要領や保育所保育指針
を取り上げながら扱い，保育が人
間形成にどのようにかかわるかを
考える。

１章　子どもの保育
１節　保育の意義
　１保育とは
　２ 保育の意義

・保育者の役割を理解し，その資質や能力
を身につけるにはどのような点に気をつけ
ていけばよいかなど，考察ができる。

○ ○ ○

家庭 保育基礎
家庭 保育基礎 2

１

学

期

・子どもが心身の健康を保つため
の保育の技術を身につける。
・乳幼児期の栄養や食事の特徴を
実習を通して理解する。
・子どもの衣生活について，身体
特徴をふまえ，安全で快適に生活
するために何が必要か選択でき
る。

３章　子どもの生活
１節　子どもの生活と養護
　１ 生活と健康
　２ 栄養と食事
　３ 衣生活

・子どもの生活に関心を持ち，主体的に子
どもの生活を理解しようとしている。
・子どもの食生活や衣生活について子ども
の健康的な生活を支える保育の基礎的な技
術を身につけている。

○ ○

定期考査 ・筆記試験
○ ○

保育基礎／実教出版

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わり
について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な
理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解決す
る力を養う。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家
庭，地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

（1組：吹越　　）

1

2

・乳幼児期は人の発育・発達にお
いて大切な時期であり，共通性や
個別性といった特性があることを
理解する。

２章　子どもの発達
１節　子どもの発達の特性
　１ 発達と保育
　２ 発達の共通性と個別性

・胎児の生育環境である母体に対する関心
と課題意識を高めている。乳幼児の身体的
特徴と生理的特徴及びその変化に関する知
識を身につけている。

○ 〇 〇 2

・誕生～乳児期・幼児期の発達の
過程を，それぞれの月齢・年齢ご
との発達に沿った子どもの姿を通
して理解する。

3

学

期

・子ども観は国や地域，時代に
よって変化していることを理解す
る。
・時代の変化と共に子どもが権利
の主体として尊重する考え方が世
界で共有されつつあることを理解
する。

５章　子どもの福祉
１節　子ども観
　１ 子ども観の変遷
　２ 権利の主体としての子ども
へ

・子ども観の変遷や，権利の主体として尊
重されつつある状況を理解している。

○ ○ 〇 4

・子どもの福祉に関心を持ち，児
童福祉の理念や法律と制度につい
て理解する。
・児童憲章や児童の権利に関する
条約を通して児童福祉の基本的な
考え方を理解し，子どもの幸せと
は何かを考える。

５章　子どもの福祉
２節　子どもの福祉
　１児童福祉
　２子どもをとりまく課題と対
策
　３子どもが育つ社会環境

・児童福祉の基本的な考え方について理解
し，子どもの幸福について自分の意見や考
えをまとめることができる。

○ ○ ○ 6

実際に子供と触れ合う機会や保育
の様子の観察などを通じて、子ど
もの物の見方や感じ方、子供との
適切なかかわり方など、保育への
理解を深める。

保育実習 保育実習において安全に配慮し、子どもと
適切にかかわったり観察することができ
る。

○ 〇 〇 3

・子どもを地域や社会で支える子
育て支援の具体的な場や制度につ
いて理解する。また，子育て支援
の今後の課題と展望について考察
する。

５章　子どもの福祉
３節　子育て支援
　１子育て支援からパートナー
シップへ
　２社会的養護
　３地域の子育て支援

・児童虐待の現状と対策について自分の考
えを述べている。

・子育ての現状をふまえて，これからの子
育て支援を考えている。

○ ○ ○ 4

定期考査 ・筆記試験 〇 〇
1

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

70

○ 9

・消費行動が環境に与えた影響やグ
リーンコンシューマーの必要性を理
解する。
・持続可能な社会を実現するための
提案を考える。

・持続可能なライフスタイルと環境 【知識・技能】
消費行動が環境に与えた影響やグリーンコン
シューマーの必要性を理解している。
【思考・判断・表現】
持続可能な社会の実現の提案を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
環境負荷の少ない生活の実践について考えよ
うとしている。

○ ○ ○ 8

３

学

期

・消費者問題や家計の管理を理解し
ている。
・消費者問題への対処や責任ある消
費者の行動について考えを深める。

・消費生活と意思決定 【知識・技能】
消費者問題や家計の管理を理解している。
【思考・判断・表現】
・消費者問題への対処や責任ある消費者の行
動について考えを深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
消費者問題や消費者行動を自分のこととして
考えようとしている。

○ ○

・定期考査

○ 12

定期考査
○ ○ 1

○ 9

・住まいの機能について理解する。
平面図を読み取ることができる。
・住まいと暮らし方について考えを
深めている。

・住生活と住環境 【知識・技能】
住まいの機能について理解している。平面図
を読み取ることができる。
【思考・判断・表現】
住まいと暮らし方の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
安心して住める住環境について意欲的に考え
ようとしている。

○ ○ ○ 4

２

学

期

・被服の機能や手入れや保存につい
て理解する。
・被服が関わる安全や環境について
考えを深め、実生活に活かす。

・衣生活と健康 【知識・技能】
被服の機能や手入れや保存について理解して
いる。被服製作の技術を習得している。
【思考・判断・表現】
被服が関わる安全や環境について考えを深
め、実生活に活かすことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
被服生活に対し意欲的に考えている。

○ ○

・栄養素の種類と機能、主な食品に
ついて理解する。
・食事摂取基準のめやすに合わせて
献立作成ができる。

・食生活と健康 【知識・技能】
栄養素の種類と機能、主な食品について理解
している。
【思考・判断・表現】
食事摂取基準のめやすに合わせて献立作成が
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実習等に意欲的に取り組んでいる。

○ ○

・子どもの心身の発達を理解し、子
どもを産み育てることの意義を理解
する。
・子どもを育てる環境について考え
表現できる。

・子どもの生活と保育 【知識・技能】
子どもの心身の発達を理解し、子どもを産み
育てることの意義を理解している。
【思考・判断・表現】
子どもを育てる環境を考え表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもの発達と子どもを取り巻く環境に関心
を持っている。

○ ○ ○

2

定期考査
○ ○ 1

・家庭や地域における共生、共同、
福祉が果たす役割について理解し、
地域活動やボランティアに関心をも
つ。
・障がい者への簡単な介助方法を習
得する。

・共生社会と福祉 【知識・技能】
家庭や地域における共生、共同、福祉が果た
す役割について理解している。
【思考・判断・表現】
共生のために自分ができることを考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
地域活動やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関心を高めている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１

学

期

自己理解を深めるとともに青年期の
発達課題を理解し、将来の見通しを
立てる。

・青年期の自立と家族・家庭 【知識・技能】青年期の課題を理解し、自分
や家庭を取り巻く社会を理解している。
【思考・判断・表現】自己理解を他者に伝え
ることができる。自己の生き方について考
え、発表することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】自分らしい
生き方について考え行動しようとしている。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

・生涯発達を理解し、高齢者との適
切なかかわり方を習得する。
・高齢化や福祉サービスの状況など
超高齢社会について考えを深める。

・高齢期の生活と福祉 【知識・技能】
生涯発達を理解し、高齢者との適切なかかわ
り方を習得している。
【思考・判断・表現】
超高齢社会について考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
高齢期を肯定的にとらえ関心を深めている。

○ ○ ○ 5

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活などに関する基礎的・基本的な知識・技能
を身につけている。

人の一生と家族。家庭及び福祉、衣食住、消費
生活などについて課題を見出し、その解決を目
指して思考を深め、適切に判断し、工夫し創造
する能力を身につけている。

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活などについて関心を持ち、その充実向上を
目指して主体的に取り組むとともに、実践的な
態度を身につけている。

未来につなぐ家庭基礎365（教育図書）

家庭科

【 知　識　及　び　技　能 】 人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらにかかる
技能を身に着けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価･改善し、考察したことを
根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

さまざまな人々と協働し、よりより社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主
体的に創造しようとするする実践的な態度を養う。

（２組：金澤　） （３組：金澤　）

家庭科 家庭基礎

家庭科 家庭基礎 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

16

・上半身を覆う衣服の構成と動作
への適応について理解する。立体
構成衣服の製作技術を習得する。
・基礎的な縫製技術を用い、個人
の創意・工夫を表現することがで
きる。

・洋服の製作
（男女兼用カジュアルシャツの製
作）

【知識・技能】
衣服の構成と動作への適応について理解す
る。立体構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
刺繍技術やミシンを用いて作品に対し創意・
工夫を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 8

２

学

期

・和服の構成と製作に関する知
識・技術を習得し，甚平を製作を
する。
・和服の製作を通して平面構成衣
服についての理解を深め，基本的
な知識・技術を習得する。

・和服の製作
（甚平の製作）

【知識・技能】
和服の構成と動作への適応について理解す
る。平面構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
和服の構成に応じた技法を習得し、それを作
品に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○

１

学

期

・手縫いやミシンの技術を向上さ
せる。
・製作物の構成を理解し、指示通
りの製作を行うことができる。

・被服製作技術検定３級 【知識・技能】
ミシンの技術が検定基準以上である。
【主体的に学習に取り組む態度】
検定合格に向けて意欲的に取り組んでいる。

○

定期考査 ・筆記試験
・実技試験 ○

・和服の構成と製作に関する知
識・技術を習得し，甚平を製作を
する。
・和服の製作を通して平面構成衣
服についての理解を深め，基本的
な知識・技術を習得する。

・和服の製作
（甚平の製作）

【知識・技能】
和服の構成と動作への適応について理解す
る。平面構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
和服の構成に応じた技法を習得し、それを作
品に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○

2

70

３

学

期

・上半身を覆う衣服の構成と動作
への適応について理解する。立体
構成衣服の製作技術を習得する。
・基礎的な縫製技術を用い、個人
の創意・工夫を表現することがで
きる。

・洋服の製作
（男女兼用カジュアルシャツの製
作）

【知識・技能】
衣服の構成と動作への適応について理解す
る。立体構成衣服の製作技術を習得する。
【思考・判断・表現】
刺繍技術やミシンを用いて作品に対し創意・
工夫を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
衣服製作に意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 16

定期考査 ・実技試験 〇 〇

定期考査 ・実技試験
○ ○ 2

○

態
配当
時数

思

○ 8

○ ○ 16

2

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

ファッション造形

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

衣服の構成、衣服材料の種類や特徴など衣服製
作に関する知識と技術を習得する。

・衣服のデザインや材料の選択に関し、個人の
創意・工夫を表現することができる。また製作
過程や作品の着用において、必要に応じて個人
の創意・工夫をいかし表現することができる

・衣生活の充実を目指して自ら学び，ファッ
ションの造形に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家
庭，地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

（1組：吹越　　　　）

ファッション造形基礎／実教出版

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わり
について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な
理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解決す
る力を養う。

家庭 ファッション造形

家庭 ファッション造形 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

140

○ 17

・剰余金の処分とその記帳法を理
解させる。
・株式会社に課せられる税金のお
もな種類を理解させる。

第26章　剰余金の処分に関する記帳
第27章　株式会社の税金の記帳

・剰余金の処分について，その記帳について
自らの思考を深め，適切に判断しているか。
株式会社の税金の記帳法について，基本的な
内容を理解して，基礎的な技術を身に付けた
か。 ○ ○ ○ 18

３

学

期

・支店会計の意味を理解させ，本
支店間および支店相互間の取引の
記帳法を習得させる。
・本支店の貸借対照表と損益計算
書の合併の意味と，その手続きお
よび作成法について習得させる。

本支店の会計
第23章　支店の取引
第24章　本支店の財務諸表の合併
株式会社の記帳
第25章　設立と開業の記帳

・本支店間の取引，支店相互間の取引などに
関する基本的な内容を理解して，基礎的な技
術を身に付けたか。株式会社の設立と開業に
ついて，その記帳処理の学習を積極的に進め
ようとしているか。 ○ ○

定期考査
○ ○

○ ○ 1

・帳簿の種類と，帳簿組織および
それらと分課制度との関係，帳簿
組織の立案について理解させる。
・伝票のはたらきとその種類を理
解させる。仕訳伝票による取引の
記帳法を理解させる。３伝票制に
よる取引の記帳法および集計と転
記について理解させる。

帳簿・伝票と記帳の効率化
第18章　帳簿
第19章　仕訳伝票と３伝票制
取引の記帳と決算Ⅲ
第21章　有価証券とその他の手形取引の記帳
第22章　決算（その３）

・ビジネスの諸活動について，記帳にどの帳
簿または伝票を用いてよいかの判断ができ，
適切に表現できるか。入金取引・出金取引・
その他の取引にどの伝票を用いるかの判断を
通じて，記帳の合理化を考えることができる
か。損益計算書と貸借対照表の作成法を理解
し，作成することができたか。

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

・約束手形と為替手形の違いを理
解させ，これらの手形の授受に伴
う記帳法を習得させる。
・貸付金と借入金，前払金と前受
金，未収入金と未払金の各勘定の
意味を理解させ，記帳法を習得さ
せる。

取引の記帳と決算Ⅱ
第13章　手形取引の記帳
第14章　その他の債権・債務の記帳
第15章　販売費及び一般管理費の記帳
第16章　資本金の記帳
第17章　決算（その２）

・手形の取引に関する基本的な内容とその記
帳法を理解して，基礎的な技術を身に付けた
か｡その他の債権・債務の取引等に関する基
本的な内容とその記帳法を理解して，基礎的
な技術を身に付けたか｡資本金の取引等に関
する基本的な内容とその記帳法を理解して，
基礎的な技術を身に付けたか｡

○ ○ ○ 23

定期考査

定期考査
○ ○

27

定期考査

・簿記上の取引の意味を理解させ
る。勘定・勘定科目・勘定口座の
意味，勘定の種類を知らせる。勘
定記入法については十分理解させ
る。取引要素の結合関係を理解さ
せる。

第４章　仕訳と転記
第５章　仕訳帳と総勘定元帳
第６章　試算表
第７章　決算

・簿記上の取引の意味を理解しているか。
・仕訳の意味を理解しているか。
・貸借対照表や損益計算書の作成を考え，適
切に作成できたか。
・精算表の作成について関心を高め，作成法
を習熟しようとしたか。

○ ○ ○

12

・売掛金元帳と買掛金元帳の必要
性と記帳法を理解させる。
・固定資産の種類とその取得につ
いての記帳法を理解させる。
・決算整理の意味とその必要性に
ついて理解させる。

第10章　掛け取引の記帳
第11章　固定資産の記帳
第12章　決算（その１）

・掛け取引の記帳に関して，自ら考えを深
め，基礎的・基本的な知識と技術を活用して
適切に判断し，表現する能力を身につけた
か.固定資産の取引に関する基本的な内容と
その記帳法を理解して，基礎的な技術を身に
付けたか。

○ ○ ○ 13

・現金・当座預金・その他の預金
の意味を理解させ，その記帳法を
習得させる。
・３分法による商品売買の記帳法
を理解させる。

取引の記帳と決算Ⅰ
第８章　現金・預金の記帳
第９章　商品売買の記帳

・現金・預金の取引に関する基本的な内容と
その記帳法を理解して，基礎的な技術を身に
付けたか。
・商品売買の取引に関する基本的な内容とそ
の記帳法を理解して，基礎的な技術を身に付
けたか。

○ ○ ○

態 配当
時数

１

学

期

・簿記の意味・目的・成り立ちな
どを理解させ，学習の心構えを養
う。これから学ぶ簿記は複式簿記
であり，商業簿記であることを知
らせる。簿記の歴史にふれ，これ
から学ぶ簿記の前提条件について
理解させる

簿記の基礎
第１章　企業の簿記
第２章　簿記の要素
第３章　取引と勘定

・簿記を学ぶことの意義と必要性を考えた
か。
・企業の簿記の意義と役割を知り，簿記の学
習に興味を示し，学習しようとする態度がみ
られたか。
・簿記の要素と貸借対照表・損益計算書の構
造や役割，簿記一巡の手続きなど，簿記の仕
組みを理解したか。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

15

定期考査
○ ○ 1

簿記

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

簿記について実務に即して体系的・系統的に理
解するとともに，関連する技術を身に付けるよ
うに
する。

取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性
と課題を見いだし，ビジネスに携わる者とし
て科学的
な根拠に基づいて創造的に課題に対応する力
を養う

企業会計に関する法規と基準を適切に適用す
る力の向上を目指して自ら学び，適正な取引
の記録と
財務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組
む態度を養う。

７実教　708　高校簿記

商業

【 知　識　及　び　技　能 】
簿記について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるように
する。

取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と課題を見いだし，ビジネスに携わる者として科学的
な根拠に基づいて創造的に課題に対応する力を養う

企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力の向上を目指して自ら学び，適正な取引の記録と
財務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

（　野村　）

商業 簿記
商業 簿記 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

35

郷土芸能祭
【知識及び技能】
　郷土芸能に関する課題の発見と
解決に必要な知識及び技能を身に
付け，地域や社会の特徴やよさに
気付き，探究の意義や価値に気付
かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
郷土芸能と自己との関わりから問
いを見いだし，仮説を立て，調査
分析し，論理的にまとめ・表現す
る力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に主体的・協働的に取り
組むとともに互いのよさを生かし
ながら，新たな価値を創造し，社
会に貢献しようとする態度を身に
付けさせる。

郷土芸能祭
①ガイダンス
②地区別ガイダンス
③各地区リハーサル
④郷土芸能祭
⑤郷土研究振り返り
⑥報告書作成

○ ○ ○

15

態
配当
時数

通

年
（

週

時

程

外
）

自己発見のための講座
【知識及び技能】
課題の解決に必要な知識及び技能
を身に付けるとともに，自分自身
が様々な人々のと関わりに支えら
れていることに気付かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
地域社会と自分自身の関わりから
問いを見いだし，解決に向けて仮
説を立て，調査分析し，論理的に
まとめ・表現する力を身に付けさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
探究活動に主体的・協働的に取り
組み，社会に貢献しようとする態
度を身に付けさせる。

自己発見のための講座
①国際理解講演会（教務）
②国際理解講演会（生活）
③国際理解講演会（進路）

数値評価ではなく文章記述による評価

【知識・技能】
地域や社会の人，もの，ことに関わる探究の
過程において，課題の解決に必要な知識及び
技能を身に付けるとともに，地域や社会の特
徴やよさに気付き，それらが人々の関わりや
協働によって支えられていることに気付くこ
とができたか。
　
【思考・判断・表現】
地域や社会の人，もの，ことと自分自身との
関わりから問いを見いだし，その解決に向け
て仮説を立てたり，調査して得た情報を基に
分析したりする力を身に付けるとともに，論
理的にまとめ・表現する力を身に付けること
ができたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
地域や社会の人，もの，ことについての探究
活動に主体的・協働的に取り組むとともに，
互いのよさを生かしながら，持続可能な社会
を実現するために行動し，社会に貢献しよう
とする態度を身につけることができたか。

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

郷土の歴史、産業、自然、生活、文化について
横断的・総合的な学習とキャリア教育、奉仕体
験活動を通し、探究における課題の解決に必要
な知識及び技能を身につける。

郷土における伝統・文化の探究を通し、自ら学
び、自ら考え、主体的に判断する資質を伸長す
るとともに、他者や社会との関わり方を見直
し、自身でキャリアデザインを行う力を身につ
ける。

地域や社会の人，もの，ことについての探究活
動に主体的・協働的に取り組むとともに，互い
のよさを生かしながら，持続可能な社会を実現
するために行動し，社会に貢献しようとする態
度を育てる。

地域や社会の人，もの，ことについての探究活動に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生
かしながら，持続可能な社会を実現するために行動し，社会に貢献しようとする態度を育てる。

全教員

なし

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
郷土の歴史、産業、自然、生活、文化について横断的・総合的な学習とキャリア教育、奉仕体験活動を通
し、探究における課題の解決に必要な知識及び技能を身につける。

郷土における伝統・文化の探究を通し、自ら学び、自ら考え、主体的に判断する資質を伸長するととも
に、他者や社会との関わり方を見直し、自身でキャリアデザインを行う力を身につける。

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1


